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期 日

平成29年4月10日 共同募金会配分交付式・事務局長会議（岡山県共同募金会）

平成29年4月20日 夏のボランティア体験事業担当者会議（作東長寿センター）

平成29年4月22日 高齢者・障がい者なんでも相談会in美作（湯郷地域交流ｾﾝﾀｰ）

平成29年4月24日

都市社協事務局長会議（岡山県社協）

美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年5月10日 勝英地域自立支援協議会（平成28年5月から年11回）

平成29年5月11日 社会福祉法人等連絡協議会設立準備会（作東長寿センター）

平成29年5月26日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年5月30日 美作市ヘルスケア産業推進調査検討委員会（美作市民ｾﾝﾀｰ）

平成29年6月1日 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会設立総会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）

美作市地域ケア会議（世代交流多目的ホール）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年6月12日 民生委員研修会（湯郷交流会館）

平成29年6月13日 保護司会研修会（作東農村環境改善センター）

美作市権利擁護センター運営委員会（美作市民センター）

美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（美作市民センター）

平成29年6月28日 美作市身体障害者福祉協会ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（勝田総合運動公園）

平成29年7月10日 美作市議会文教厚生委員会視察受入れ（作東長寿センター）

主任児童委員研修会（作東農村環境改善センター）

地区社協会長会議（作東長寿センター）

 法人運営事業 ①

事 業 概 要
　美作市社会福祉協議会の円滑な会務の遂行並びに効果的な事業執行を図るための基盤で
ある理事会・評議員会の運営、さらに自主財源の確保、事業内容の整理統合を図りなが
ら、住民参加を基本にした法人運営の管理業務を行いました。

内　　　　　　　　　　　　　　　容
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主な活動記録

手話奉仕員養成講座開校式（世代交流多目的ホール）
4月24日～11月27日までの毎週月曜日、全28回開催

平成29年4月28日

平成29年6月2日

平成29年6月23日

平成29年7月12日



期 日

社会を明るくする運動（保護司会）

美作市老人クラブ連合会囲碁ボール大会（美作アリーナ）

平成29年7月14日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（美作市民センター）

平成29年7月15日 夏のボランティア体験事業事前研修会（作東ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾌﾟﾗｻﾞ）

平成29年7月24日 広島県福山市視察（高齢者おでかけ支援事業について）

平成29年7月31日 岡山県権利擁護フォーラム（岡山県社協）

平成29年8月9日 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会役員会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）

平成29年8月16日 市町村社協事務局長・支所長会議（岡山県社協）

県運営適正化委員会日援事業実施状況調査

美作市地域ケア会議（世代交流多目的ホール）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年8月19日 津山市権利擁護センター開設式典（津山市総合福祉会館）

平成29年8月24日 コミュニティソーシャルワーク研修会（岡山県社協）

平成29年8月25日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年9月9日 勝田地区敬老会（かつた市民センター）

平成29年9月10日 美作地区敬老会（美作文化センター）

平成29年9月12日 中四国都市社会福祉協議会研修会（徳島市）

津山市社協視察（地域包括支援センターの運営について）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年9月19日 勝田地域民生委員研修会（美作お助け隊について）

平成29年度 第1回法人後見運営委員会（作東長寿センター）

大原地区敬老会（武蔵武道館）

平成29年9月22日 日常生活自立支援事業職員研修会（岡山県社協）
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法人運営事業 ② 

主な活動記録

内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成29年7月13日

平成29年8月18日

平成29年8月31日
岡山県における社会福祉法人による地域公益的取組に
関する事業説明会（岡山ﾘｰｾﾝﾄｶﾙﾁｬｰﾎﾃﾙ）

平成29年9月15日

平成29年9月20日



期 日

鳥取市社協視察（地域活動支援センターの運営について）

家事関係機関（後見制度関係機関）との連絡協議会会議

作東地区敬老会（B&G作東海洋センター）

英田地区敬老会（英田公民館）

美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（美作市民ｾﾝﾀｰ）

美作市交通会議（美作保健センター）

東粟倉地域敬老会（基幹集落センター）

平成29年10月5日 岡山県総合社会福祉大会（岡山市民センター）

美作市地域ケア会議（世代交流多目的ホール）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年10月18日 美作市地域包括支援センター運営協議会（美作保健センター）

平成29年10月19日 傾聴ボランティア養成講座（世代交流多目的ホール）

平成29年10月21日 みまさか子どもフェスティバル（美作アリーナ）

平成29年10月23日 市民後見人フォローアップ研修会（岡山県社協）

平成29年10月24日 地域社協連絡会役員会視察研修（鳥取県東伯郡琴浦町）

平成29年10月25日 地域社協連絡会役員会視察研修（鳥取県西伯郡南部町）

平成29年10月26日 美作市老人ｸﾗﾌﾞ連合会ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（勝田総合運動公園）

美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（美作市民ｾﾝﾀｰ）

岡山県身体障害者スポーツ大会（岡山ドーム）

平成29年10月29日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年11月7日 美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会交流会（かつた市民ｾﾝﾀｰ）

災害ボランティアセンター研修会（津山総合福祉会館）

美作市要保護児童対策地域協議会（湯郷地域交流ｾﾝﾀｰ）

平成29年11月11日 美作市総合防災訓練（武蔵武道館グラウンド）

平成29年11月13日 総社市社協視察（地域活動支援センターの運営について）

 法人運営事業 ③

主な活動記録

内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成29年9月22日

平成29年9月24日

平成29年10月27日

平成29年11月8日
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平成29年9月29日

平成29年10月16日



期 日

平成29年11月15日 子どもの学習支援・居場所づくり事業研修会（岡山県社協）

平成29年11月18日 美作市戦没者追悼式（かつた市民センター）

平成29年11月21日 岡山県地域公益活動推進研究会（岡山県社協）

平成29年11月24日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年11月27日 地域見守り活動に関する協定調印式（美作市・生協・社協）

平成29年11月28日 介護保険事業職員研修会（さのも交流館）

平成29年11月29日 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会役員会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）

美作市地域ケア会議（世代交流多目的ホール）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

美作市身体障害者福祉協会囲碁ボール大会（美作ｱﾘｰﾅ）

平成29年12月2日 第15回元気になろうやフェスタ（作東ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾌﾟﾗｻﾞ）

平成29年12月6日 都市社協研修会（浅口市金光町）

平成29年12月8日 サロンリーダー研修会（湯郷グランドホテル）

平成29年12月12日 兵庫県朝来市社協視察（地域生活支援拠点等の整備について）

平成29年12月13日 子どもの学習支援・居場所づくり事業研修会（岡山県社協）

平成29年12月19日 法人後見・日援事業在り方検討会（岡山県社協）

平成29年12月21日

平成29年12月22日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

美作市障がい福祉計画策定委員会（美作保健センター）

平成29年度 岡山県社協第1回臨時評議員会（岡山県社協）

平成30年1月11日 市民後見人情報交換会（岡山県社協）

平成30年1月17日 生活困窮者自立支援事業研修会（津山市総合福祉会館）

平成30年1月23日

平成30年
1月22日～24日

法人運営事業 ④ 

主な活動記録

内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成29年12月1日

平成29年度市町村社協中間管理職ﾈｯﾄﾜｰｸ会議、
市町村社協会長・事務局長会議、（岡山プラザホテル）

平成29年12月25日

平成29年度生活困窮者の自立支援政策・実務研修
（全国市町村国際文化研修会）

美作市スポーツ医療看護専門学校・
滋慶学園高等学校美作キャンパス竣工式
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期 日

平成30年1月24日 法人後見・日援事業在り方検討会（岡山県社協）

平成30年1月25日 岡山県地域公益活動推進研究会（岡山県社協）

平成30年1月26日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成30年1月29日 美作市障がい福祉計画策定委員会（美作保健センター）

平成30年1月31日 地区社協会長代表者会議（作東長寿センター）

平成30年2月5日 総社市権利擁護推進フォーラム（総社市総合福祉センター）

美作市地域ケア会議（世代交流多目的ホール）

生活支援体制整備事業第一層協議体会議（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成30年2月17日 美作市権利擁護フォーラム（作東バレンタインプラザ）

平成30年2月21日 美作市障がい福祉計画策定委員会（美作保健センター）

平成30年2月23日 美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成30年2月27日 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会役員会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）

平成30年3月5日 市町村社協事務局長・支所長会議（岡山県社協）

平成30年3月6日 美作市ヘルスケア産業推進調査検討委員会（美作市民ｾﾝﾀｰ）

平成30年3月13日 ふれあい訪問員研修会（作東長寿センター）

平成30年3月14日 平成29年度 第2回法人後見運営委員会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）

平成30年3月16日 地域共生社会研修会（岡山県社協）

平成30年3月19日 美作市障がい福祉計画策定委員会（美作保健センター）

ふれあい訪問員研修会（世代交流多目的ホール）

玉野市社協視察（地域包括支援センターの運営について）

美作市権利擁護ｾﾝﾀｰ支援検討委員会（世代交流多目的ﾎｰﾙ）

平成29年度 岡山県社協第2回臨時評議員会（岡山県社協）

平成30年3月27日 岡山県地域公益活動推進ｾﾝﾀｰ設立式典（岡山県社協）

平成30年3月27日 岡山県共同募金会第163回評議員会（岡山県社協）

平成30年3月29日 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会役員会（作東長寿ｾﾝﾀｰ）
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 法人運営事業 ⑤

主な活動記録

内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成30年2月16日

平成30年3月20日

平成30年3月23日



期 日

　第1回　理事会
　平成29年5月26日

　第2回　理事会
　平成29年6月9日

　第3回　理事会
　平成29年11月28日

　第4回　理事会
　平成30年2月16日

第5回　理事会
平成30年3月15日

平 成 29 年 度
理 事 会 の
開 催 状 況

報 告 事 項 ・ 議 案

・経理規程の一部改正について
・平成28年度 事業報告について
・平成28年度 一般会計収支決算報告について
・定時評議員会の提案について
　（理事8名出席、書面表決1名）

・会長、副会長の選任について
・評議員選任候補者の推薦について
　（理事9名出席、書面表決1名）

・作東地域密着型通所介護事業所の火災について
・経理規程の一部改正について
・個人情報保護規程の一部改正について
・平成29年度 一般会計第1次補正予算について
・美作市高齢者福祉ｾﾝﾀｰやまゆり苑指定管理者の撤退について
・作東地域密着型通所介護事業の廃止について
・平成29年度 第2回評議員会の開催について
　（理事9名・監事2名出席、書面表決1名）

・地域活動支援センターⅠ型「なごみ」の受託について
・福祉のまちづくり行動計画について
・平成29年度 第3回評議員会の開催について
　（理事8名・監事2名出席、書面表決2名）

・定款の変更について
・経理規程の一部改正について
・職員給与規程の一部改正について
・平成29年度 一般会計第2次補正予算について
・平成30年度 事業計画について
・平成30年度 一般会計収支予算について
・平成29年度 第4回評議員会の開催について
　（理事8名・監事1名出席、書面表決2名）

法人運営事業 ⑥ 

6

理 事 ・
監 事 名 簿

美作市社会福祉協議会理事・監事名簿（平成30年3月31日現在）

　会　長　　山本眞澄（学識経験を有する者）
　副会長　　織田忠宜（民生委員児童委員協議会の代表者）
　理　事　　森元龍弥（勝田地域社協の代表者）
　　〃　　　春名信義（大原地域社協の代表者）
　　〃　　　上田義雄（東粟倉地域社協の代表者）
　　〃　　　角南展弘（美作地域社協の代表者）
　　〃　　　石川昭二（作東地域社協の代表者）
　　〃　　　長船洋行（英田地域社協の代表者）
　　〃　　　橋野耕一（社会福祉事業の経営に関する見識を有する者）
　　〃　　　亀山弘道（保健医療関係者）

　監　事　　船曳隆司（財務諸表等を鑑査し得る者）
　　〃　　　浅尾善郎（社会福祉事業に学識を有する者）



期 日

第1回　評議員会
平成29年6月9日

　第2回　評議員会
　平成29年12月5日

第3回　評議員会
平成30年2月23日

第4回　評議員会
平成30年3月22日

 法人運営事業 ⑦

平 成 29 年 度
評 議 員 会 の
開 催 状 況

報 告 事 項 ・ 議 案

・平成28年度 事業報告について
・平成28年度 一般会計収支決算報告について
・任期満了に伴う役員の選任について
　（評議員12名出席）

・作東地域密着型通所介護事業所の火災について
・平成29年度 一般会計第1次補正予算について
・美作市高齢者福祉ｾﾝﾀｰやまゆり苑指定管理者の撤退について
・作東地域密着型通所介護事業の廃止について
　（評議員11名出席）

・地域活動支援センターⅠ型「なごみ」の受託について
・福祉のまちづくり行動計画について
　（評議員11名出席）

・経理規程の一部改正について
・職員給与規程の一部改正について
・定款の変更について
・平成29年度 一般会計第2次補正予算について
・平成30年度 事業計画について
・平成30年度 一般会計収支予算について
　（評議員10名出席）

評 議 員 名 簿

美作市社会福祉協議会評議員名簿（平成30年3月31日現在）

　評議員　　上原義人（勝田地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　山本　滋（大原地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　小松美之（東粟倉地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　鳥越重一（美作地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　原　知行（作東地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　篠山　實（英田地域自治振興協議会の代表者）
　　〃　　　井上正子（愛育委員会の代表者）
　　〃　　　小椋宏子（栄養委員会の代表者）
　　〃　　　谷口　亘（老人クラブ連合会の代表者）
　　〃　　　平田正行（身体障害者福祉協会の代表者）
　　〃　　　福田洋江（ボランティア活動団体の代表者）
　　〃　　　熊谷要治（保護司会の代表者）
　　〃　　　安東眞理子（精神障害者家族会の代表者）
　　〃　　　難波幹雄（知的障害者家族会の代表者）
　　〃　　　赤堀桂子（主任児童委員の代表者）
　　〃　　　江見　勉（行政関係者：美作市保健福祉部長）

正 副 会 長 会
開 催 状 況 第3回正副会長会

平成30年2月9日
第4回理事会・第3回評議員会議案審議

第4回正副会長会
平成30年3月8日

第5回理事会・第4回評議員会議案審議

第1回正副会長会
平成29年5月19日

第1回理事会、第1回評議員会議案審議　　　

第2回正副会長会
平成29年11月20日

第3回理事会、第2回評議員会議案審議

7



平成29年8月17日 赤磐市社協（地区社協の設置について）

平成29年9月11日 赤磐市社協（地区社協の設置について）

平成29年11月14日 愛媛県西条市社協（おたがいさまネット事業について）

平成30年3月19日 津山市社協（法人後見・日援事業について）

社会福祉援助技術現場実習の受け入れ　（美作大学生：１名）

介護支援専門員実習生受け入れ　（指定大原居宅介護支援事業所：2名）

岡山県社会福祉協議会　評議員

岡山県共同募金会　評議員

岡山県地域公益活動推進研究会　委員

岡山県地域公益活動推進センター運営委員会　委員

平成29年8月22日 評議員4名欠員による補充選任

 法人運営事業 ⑧  

評 議 員 選 任
解 任 委 員 会

8

監査開催状況

平成29年5月16日 平成28年度決算監査

平成29年度内部監査（6支所の監査）

平成29年11月22日 平成29年度中間監査

平成30年3月9日 平成29年度美作市指導監査

平成29年11月16日

関　連　委　員　等 担　　　当

社 会 福 祉 ・
介護福祉現場
の実習生受入

外部委員等の
就 任 状 況

山本会長

山本会長

春名事務局長

春名事務局長

平成30年3月15日 平成29年度日常生活自立支援事業内部監査

視察受入れ等



8,969,452円

平成28年度 18件 170,152円 21件 163,765円 286件 5,107,000円 325件 5,440,917円

190,848円

 寄附金事業 ①

事 業 概 要

見舞い返し 香典返し一般寄付金 合　　　　計

金　額 金　額 金　額金　額

　市民の皆様からお寄せ頂いた香典返しや見舞い返し等の寄附金は、美作市社協が推進する
地域福祉事業の浄財です。
　平成29年度は、次項の寄附金事業支出内訳に記載する、地区社協・サロン等の地域福祉事
業と市社協の権利擁護事業・広報事業等に活用させて頂きました。

寄付金収入
状 況 推 移

件数 件数 件数

269件315,000円

347,052円

3,322,140円

324,719円

91,035円

341,706円

302,415円

264,292円

1,090,666円

79件 323件

323件

338件

309件

1,093,000円

948,000円

658,000円

11件

16件

6件

19件

19件

20件

19件

6,617,035円

7,651,691円

7,940,415円

7,842,792円

6,593,166円

11,555,140円

7,520,719円

64件

54件

33件

48件

47件

52件

22件

305件

306件

326件

412件

380件

376件

365件

390件6,712,175円597,810円

415,000円

7,529,400円

7,285,000円

6,538,000円

6,111,000円

404件

381件

310件

6,031,053円

322件 369件 5,484,874円

7,019,000円

6,827,500円

5,187,500円

5,007,500円

619,000円

751,000円

286,526円19件 28件

298,553円 25件 292,000円 310件20件

平成27年度

23件 4,369,000円 300件 4,727,132円

5,440,500円 355件

209,132円 18件 149,000円 259件

件数

10件

9

平成26年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成29年度

11,555

7,520

6,617

7,651
7,940 7,842

6,593

6,031

5,484 5,440

2,000千円

3,000千円

4,000千円

5,000千円

6,000千円

7,000千円

8,000千円

9,000千円

10,000千円

11,000千円

12,000千円

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

寄附金納入総額 実績推移
11555

7520

6617

7651
7940 7842

6593

6031

5484 5440

4727

2,000千円

3,000千円

4,000千円

5,000千円

6,000千円

7,000千円

8,000千円

9,000千円

10,000千円

11,000千円

12,000千円

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 H29

寄附金納入総額 実績推移



１．救急医療情報キット配布助成事業

２．地区社協広報紙作成支援事業

３．地域文化伝承事業

４．高齢者ふれあい・いきいきサロン新規立上げ事業

５．友愛訪問支援事業

６．高齢者ふれあい・いきいきサロン助成金事業

７．買物サロン支援事業

８.  法人後見事業

９．「社協だより」広報事業

１０．子どもの学習支援・居場所づくり事業

件数

127,360円

金額 790,000円 4,727,132円

H28合計
件数 46件

5件

作　東大　原 東粟倉 美　作

13件

寄附金事業 ② 

支 所 別
寄附金納入
実 績 内 訳

寄附金科目内訳
支　　所　　内　　訳

合　計
勝　田

81件

785,000円

130,000円

5件 2 7件 1件 2件 1件

48,000円 20000 55,000円 10,000円 11,000円 5,000円

26件

335,000円金額

件数

件数

金額

36件

23件

209,132円

18件

149,000円

259件

4,369,000円

300件

25件 11件 96件 66件 35件

英　田

897,000円

一般寄附金

見舞い返し

香典返し

H29合計
408,000円 498,000円 200,000円 1,793,132円 1,038,000円

5件

25,000円

36件 27件 18件 102件

478,000円 145,000円 1,729,000円

54,132円

金額

件数

31件 16件 116件 88件 28件 325件

金額 637,265円 573,000円 218,000円 2,391,152円 1,011,500円 610,000円 5,440,917円
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寄附金事業
支 出 内 訳

区分 事　　　業　　　名 事　業　費

地
区
社
協

サ
ロ
ン

市
社
協

1,400,000円

889,054円

168,545円

合　　　　　　計 5,722,432円

寄附金事業の財源不足分995,300円は社協会費より充当

51,060円

120,000円

486,413円

2,085,000円

215,000円

180,000円

408千円
498千円

200千円

1,793千円

1,038千円

790千円

千円

500千円

1,000千円

1,500千円

2,000千円

勝 田 大 原 東粟倉 美 作 作 東 英 田

千



平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

収入額 7,821,000円 7,846,000円 7,844,000円 7,768,500円 7,697,500円 7,571,500円

配分額 6,571,600円 6,595,000円 6,584,800円 6,727,600円 6,681,300円 5,580,900円

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

勝田 885,500円 874,000円 883,500円 861,000円 857,000円 833,000円

大原 1,082,000円 1,079,000円 1,079,000円 1,057,000円 1,035,000円 1,009,000円

東粟倉 372,000円 362,000円 349,000円 329,000円 315,000円 308,000円

美作 2,801,500円 2,842,000円 2,813,500円 2,797,000円 2,797,500円 2,779,500円

作東 1,899,000円 1,898,000円 1,951,000円 1,962,000円 1,939,000円 1,902,000円

英田 781,000円 791,000円 768,000円 762,500円 754,000円 740,000円

合計 7,821,000円 7,846,000円 7,844,000円 7,768,500円 7,697,500円 7,571,500円
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普通会費　1,000円　　　　賛助会費　3,000円　　　　特別会費　5,000円

98.0%

98.1%

98.3%

前年比

98.3%

地域別会費
納入額推移

前年比

97.1%

97.4%

97.7%

99.3%

 社協会費 ①

事 業 概 要

　社協の活動は、美作市や県社協からの受託金、補助金の他、市民や団体、企業の皆様から
の社協会費や寄附金等を財源としています。
　社協会費は、福祉のまちづくりをすすめるための貴重な自主財源で、納入いただいた会費
から、地区社協実態調査の世帯数に200円を乗じた額を差し引いた額を、各地区社協の活
動費として配分しています。

社 協 会 費
内 訳

83.5%

社 協 会 費
納入額推移

千円

2,000千円

4,000千円

6,000千円

8,000千円

10,000千円

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

社協会費納入額・配分額推移 収入額 配分額

千円

2,000千円

4,000千円

6,000千円

8,000千円

10,000千円

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

社協会費納入額・配分額推移 収入額 配分額



地域名・
総口数

普通会員数 賛助会員数 特別会員数 会費決算額 世 帯 数 ※
地区社協
配分総額

勝　田
800口

792口 8口 833,000円 1,024世帯 628,200円

大　原
1,009口

1,009口 1,009,000円 1,210世帯 767,000円

東粟倉
306口

305口 1口 308,000円 358世帯 236,400円

美　作
2,756口

2,747口 3口 6口 2,779,500円 4,077世帯 1,964,100円

作　東
1,900口

1,899口 1口 1,902,000円 2,251世帯 1,451,800円

英　田
736口

734口 2口 740,000円 1,033世帯 533,400円

合　計
7,507口

7,486口 7口 14口 7,571,500円 9,953世帯 5,580,900円

前年実績
7,637口

7,619口 6口 12口 7,697,500円 10,162世帯 6,681,300円

社協会費 ② 

平成29年度
地 域 別 会 費
納 入 額 内 訳

加入率

78.1%

83.4%

85.5%

67.6%

84.4%
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71.2%

75.4%

75.0%

※世帯数は、平成29年4月1日現在の地区社協実態調査表による地域別の総世帯数

833千円
1,009千円

308千円

2,780千円

1,902千円

740千円

千円

500千円

1,000千円

1,500千円

2,000千円

2,500千円

3,000千円

勝 田

800口

大 原

1,009口

東粟倉

306口

美 作

2,756口

作 東

1,900口

英 田

736口

千

833千円
1,009千円

308千円

2,780千円

1,902千円

740千円

千円

500千円

1,000千円

1,500千円

2,000千円

2,500千円

3,000千円

勝 田

800口

大 原

1,009口

東粟倉

306口

美 作

2,756口

作 東

1,900口

英 田

736口

千



隔月発行　（平成29年5月号～）

美作市広報紙に挟みこみ 社協会費・寄附金

26事業者
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平成30年1月号

美作市社協理事の新春メッセージ、美作お助け隊、地域見守り活動に関する協定調印式、
地区社協事業専門員会、美作市戦没者追悼式を開催、美作市身障協会囲碁ボール大会、
法律相談コーナー、輝くボランティア、高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、支所通信、
障害のある方の生活をサポートします、年末年始のお知らせ他

平成30年3月号

サロンリーダー研修会を開催、地域社協連絡会を開催、平成29年度共同募金実績報告、
美作市心身障害児・親の会クリスマス会、就学支援リユース事業、輝くボランティア、
手話奉仕員養成講座入門課程受講生募集、高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、
支所通信、介護保険Q&A

ホー ムペ ージ
の 更 新

ホームページを開設しております。　　美作市社会福祉協議会ホームページ
http://www.fukushiokayama.or.jp/Mimasaka/mimasaka.htm

平成29年7月号

新旧会長挨拶、新役員紹介、平成28年度事業報告・決算報告、平成28年度寄附金報告、
平成28年度社協会費実績報告、2017夏のボランティア体験事業について、
美作市内の社会福祉法人等連絡協議会が発足、平成29年度社協会員加入のお願い、
地域社協連絡会を開催、支所通信、高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、輝くﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ他

平成29年9月号

地域社協連絡会を開催、地区社協会長会を開催、社会を明るくする運動、法律相談ｺｰﾅｰ、
美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会総会、2017夏のボランティア体験事業事前研修会、
食料支援おむすび事業、美作市身障協会ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ大会、介護保険Q&A、
輝くﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、支所通信他

平成29年11月号

2017年夏のボランティア体験事業、赤い羽根共同募金、輝くボランティア、
美作市内の社会福祉法人連絡協議会の愛称が決定、NPO法人美作自立支援センター、
高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、支所通信、民生委員制度100周年を迎えて、
ボランティアさん大募集！！、人事異動他

有 料 広 告

内　　容

平成29年5月号

平成29年度事業計画・予算が決定、食料支援おむすび事業について、赤ちゃんサロン、
薬剤師によるお薬相談会（サロンへ出前講座）、法律相談コーナー、介護保険Q&A、
輝くボランティア、支所通信、高齢者ふれあい・いきいきサロン紹介、
新評議員紹介、人事異動、新入職員紹介他

1枠：10,000円、2枠：20,000円
広 告 協 賛 事 業

者

発 行 回 数 発 行 部 数 12,800部

配 布 方 法 発 行 財 源

 企画広報事業

事 業 の 概 要

　市民の皆様からいただいた社協会費及び寄付金
を財源に、社協が実施する諸事業・活動の紹介、
福祉サービス・ボランティア活動に関する情報等
を掲載した広報紙「はい！社協です」を発行し、
地域福祉活動の啓発を図っている。広報紙は平成
23年11月号から有料広告を掲載し市内全戸に
配布しています。
　また、インターネットを活用した「ホームペー
ジ」も平成24年4月リニューアルし、本会事業の
取組みや地域福祉情報の発信を行っています。

広報 紙の 仕様 Ａ4：12ページ　　表1・表4カラー　　中面2色



　平成23年度より、地区社協の組織確立・強化に向けた取り組みとして、市レベルの31地
区社協連合会組織「地域社協連絡会」やその専門機関として「地区社協事業専門委員会」
「地区社協会長会」等を設立し、地域福祉基礎組織としての位置づけと役割の徹底や連携・
情報交換の強化を図りました。
　また、市社協が事業提案し、これらの機関で決定した「福祉ネットワークづくり事業」や
地区社協メニュー事業は殆どの地区社協で実施され、特に平成２６年度から実施している
「おたがいさまネット事業」は、地区社協が運営主体となり地域住民による定期的な見守り
やちょっとした困りごとの支援活動を行う事業で、30の地区社協が取り組み179集落で見守
り会議が開催されました。

事 業 概 要

地区社協活動の推進：①地区社協の概要と組織体系 

地区社協組織体系図（平成30年3月末現在）

・民生委員、愛育委員、栄養委員、ボランティア代表（30地区）
・区長（29地区）・福祉委員（15地区）
・老人クラブ役員（24地区）　・身障協会役員（7地区）
・その他（19地区）

地区社協数
と活動形態

地区社協の
組 織 体 系

地域社協の
組 織 体 系

　市内で活動する地区社協数は31あり、小地域福祉活動を担う基礎組織とし
て、自治振興協議会単位の設立になっています。
　地区社協の活動形態は大きく分けて、自治振興協議会の福祉部会として活動
しているものと、自治振興協議会から独立して活動が行われているものとに分
かれます。

地区社協の
構成員内訳

地域社協
　平成の合併前の旧町村内で設置した、各地区社協の代表者で構成する地区社
協連絡会を「地域社協」としており、6つの「地域社協」があります。
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活 動 内 容
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第1回　役員会
平成29年4月27日

（出席者：15名）

　・美作市地域社協連絡会設置要綱の一部改正について
　・平成28年度 事業報告について
　・平成29年度 事業計画について

第2回　役員会
平成29年6月27日

（出席者：15名）

　・平成28年度 福祉会議事業の実績報告について
　・平成28年度 おたがいさまネット事業の実績報告について
　・平成28年度 地区社協メニュー事業の実績報告について
　・平成28年度 社協会費・寄附金事業の実績報告について
　・平成29年度 地区社協会長会の開催について
　・会長、副会長の選任について
　・地域社協連絡会設置要綱の一部改正について
　・役員視察研修について

役員視察研修
平成29年
10月24日～25日

出席者：17名
役員10名・社協7名

　１日目：10月24日
　　鳥取県東伯郡琴浦町の認知症予防対策事業を視察
　　・赤碕ふれあい交流館の認知症予防教室見学と行政報告

　2日目：10月25日
　　鳥取県西伯郡南部町の地域振興協議会による地域づくりを視察
　　・東西町コミュニティホーム「西町の郷」見学と行政報告

第3回　役員会
平成29年12月15日

（出席者：16名）

　・地区社協事業専門委員会の報告について
　・地区社協活動事業助成金交付要綱の一部改正について
　・地域文化伝承事業実施要綱の一部改正について
　・地区社協事業における高齢者の定義について
　・地区社協友愛訪問事業実施要綱の一部改正について
　・救急医療情報キット助成実施要綱の一部改正について

第4回　役員会
平成30年1月31日

（出席者：11名）

　・寄附金事業について

 地区社協活動の推進：②地域社協連絡会

事 業 概 要
　３１地区社協の市レベルの連合体である地域社協連絡会は、地区社協活動の推進組織とし
て平成２３年度に設立し、地区社協事業専門委員会や地区社協会長会等の機関を持ち地区社
協事業の計画の決定や地区社協間の連携強化を図っています。

役 員 構 成
（ 20 名 ）

　・地域社協代表者（2名×6地域社協）：12名
　・美作市民生委員児童委員協議会の代表者：1名
　・美作市愛育委員の代表者：1名
　・美作市栄養委員の代表者：1名
　・美作市ボランティア連絡協議会の代表者：1名
　・自治振興協議会の代表者：1名
　・地区社協事業専門委員会の代表者：1名
　・学識経験を有する者：2名

期　日　等 内　　　　容
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地区社協活動の推進：③地区社協事業専門委員会 

事 業 概 要

　平成24年7月、地域社協連絡会に地区社協活動の問題点や課題を明らかにし、活動推進に
向けた新たな方策を協議検討する専門委員会を設置しました。専門委員会で協議決定された
事項は地域社協連絡会に報告され、地区社協活動の推進策に実務者の声を反映する仕組が構
築されています。平成29年度は寄附金事業や社協会費の配分、地区社協メニュー事業の見直
しについて協議が行われました。

委 員 構 成
　平成29年度に委員構成を見直し、6地域社協より選出された地区社協活動の実務者10名から
　12名に変更。

活 動 内 容

期日・会場 内　　　　容

第1回　専門委員会
平成29年11月10日

（出席者：10名）

　・役員改選
　・地区社協事業専門委員会設置要綱の一部改正について
　・平成29年度寄附金事業と社協会費の配分について
　・地域文化伝承事業について
　・地区社協事業における高齢者の定義について
　・サロン外出支援について

地区社協活動の推進：④地区社協会長会 

事 業 概 要
　市社協並びに地域社協連絡会、関係機関等からの情報提供の場として、また各地区社協相
互の情報交換・意見交換の場として地区社協会長会を開催しています。

活 動 内 容

期　日　等 内　　　　容

地区社協会長会
平成29年7月12日
作東長寿センター
集団検診室

（出席者：27名）

平成29年度　地区社協会長会議
　・行政報告
　　ニート・引きこもり等若年者就労支援事業について
　　　　　　　　　　　　　美作市保健福祉部　　部長　江見勉氏
　・基調説明
　　①社会福祉協議会の役割と責務について
　　　　　　　　　　　　　美作市社協　　美作支所長　福田光雄
　　②子どもの学習支援・居場所づくり事業について
　　　　　　　　　　　　　美作市社協　　事務局次長　内田　薫
　・平成28年度 福祉会議事業の実績報告について
　・平成28年度 おたがいさまネット事業の実績報告について
　・平成28年度 地区社協メニュー事業の実績報告について
　・平成28年度 社協会費・寄附金事業の実績報告について
　・平成29年度 地区社協実態調査票の報告について



助成金額 50,000円 

Ｈ29 申請状況 0（平成26年度で30地区社協が実施済）

助成金額 30,000円

Ｈ29申請状況 30地区社協

基金運営事業
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財 源

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

梶 並

■協議内容
　①役員の担い手不足で地区社協活動が停滞する恐れがある。
　②前年度に福祉・生活課題に関するアンケートを行ったが具体的な取組みが出来ていない。
　③アンケート結果について情報共有・内容を整理する。
　④空き家の水道破裂が多発した場合の対応について。

■決定事項
　①地区社協の基盤強化のため役員経験者や地域おこし協力隊が活動できるよう規約を改正。
　②前年度実施したアンケートについて確認、未提出の大字に提出してもらうよう依頼した。
　③アンケート結果から、一人暮らし高齢者の安否確認や気になる世帯の見守りに取り組む。
　④水道メーターのバルブを閉めメモを挟んでおく等、対応を共有した。

■開催日・参加者数
　4月26日（17人）・7月21日（19人）・10月20日（18人）・2月16日（17人）

勝 田

■協議内容
　①広報紙の編集について十分協議ができていない。
　②孤立している高齢者等の把握・見守りについて。
　③課題解決実施計画書の評価について。

■決定事項
　①６月と１２月に広報紙の編集会議を計画する。
　②各大字での把握方法について情報共有し、整理を行った。
　③役員の交代等で役員間で福祉意識に温度差があり協議がなかなか進んでいないため、
　　来年度は再度基盤強化に重点的に取り組む必要がある。

■開催日・参加者数
　4月27日（10人）・6月17日（6人）・3月28日（8人）

 地区社協活動の推進：⑤－1福祉会議 

事 業 概 要

　福祉ネットワークづくり事業は、地区社協の組織運営の強化を図るために、地区社協構成
員に民生委員・愛育委員・栄養委員・ボランティア団体の代表者等の参画による組織の再編
と地域の福祉課題や生活課題の把握と課題解決に向けた活動（年3回の福祉会議開催）に対
し、美作市社協が平成24年度より寄付金等を財源に活動費を助成する事業として提唱しま
した。
　本事業は、地区社協基盤強化事業（単年事業）と福祉会議事業（継続事業）の2つのメ
ニュー事業で構成しており、平成29年度は福祉会議事業に30地区社協が事業申請し、自分
たちの住む地域の福祉課題を把握し、その課題について共に考え活動していく協議が行わ
れ、福祉会議の開催数は延べ94回、1,527人の地区社協関係者や住民が参加しました。

助 成 金 額 と
申 請 状 況

①基盤強化事業
　（単年事業）

②福祉会議事業
　（継続事業）



大 原

■協議内容
　①市営住宅が自治会に入っていない為、つながりがない。
　②救急医療情報キットの記入用紙の内容が配布時から変更していない方がある。

■決定事項
　①地区の集まりを開催している梶並地区社協に役員で視察に行き、大原地区全体で
　　ミニデイサービスを実施する。
　②友愛訪問時に救急医療情報キットの内容を記入する用紙を更新年度が分かるよう
　　黄色に変更し、更新を行う。

■開催日・参加者数
　５月２６日（16人）・７月５日（17人）・３月２６日(18人）

讃 甘

■協議内容
　①美作市より配布された防災マップの図や文字が小さく、高齢者には見えづらい。
　　また、避難できない集会所もあるが、内容がよくわからない。(昨年度から継続）
　②緊急医療情報キットの内容を更新していない人がある。

■決定事項
　①防災研修を美作市危機管理室職員を招き実施し、讃甘地区のオリジナル防災
　　マップを作成する。
　②緊急医療情報キット配布先に福祉委員等が訪問し、更新年度が分かるよう
　　用紙の色を変えて（黄色）更新を行う。

■開催日・参加者数
　5月16日（16人）・8月30日（16人）・3月22日（13人）
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地区社協活動の推進：⑤－2福祉会議 

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

勝 田 東

■協議内容
　①前年度・今年度の課題解決実施計画書の確認。
　②見守り体制連絡図について確認・協議。
　③見守り体制連絡図について再確認・協議。課題解決実施計画書の評価。

■決定事項
　①前年度整理した気になる人・世帯の繋げ方を、誰にでもわかりやすい形で
　　「見える化」する。
　②次回会議時も、見守り体制連絡図について確認・修正を行う。
　③見守り体制連絡図を地域住民に周知する際、地区社協名簿を併せて配布し役員や活動の
　　ＰＲにつなげる。周知方法については次年度協議する。

■開催日・参加者数
　5月10日（15人）・6月20日（15人）・3月19日（10人）



東 粟 倉

■協議内容
　①認知症講演会を通じてある程度認知症について理解を深める。
　②引きこもりがちの独居高齢者や地区住民に対して、つどいの場を提供する。
　③生活の困りごとについて情報収集し、支援できることについて情報発信する。
　

■決定事項
　①コミュニティカフェや、ミニデイサービスを開催しつどいの場を提供する。
　②つどいの場を通じて、生活の困りごとについて情報収集を行う。
　③ゴミだしカレンダーや、生活便利帳を作成し、独居高齢者や高齢者夫婦世帯の
　　生活を支援する。

■開催日・参加者数
　5月25日（19人）・10月13日（18人）・3月8日（17人）
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地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

大 野

■協議内容
　①救急医療情報キットの更新ができていない。
　②大野カフェの利用が高齢者のみであるため、子供の夏休みを利用した交流を図る。

■決定事項
　①救急医療情報キットの配布先把握と更新を行う。
　②大野地区小学生ふれあいサマースクールを老人クラブ等の協力を得て開催する。
　
■開催日・参加者数
　5月19日（12人）・7月28日（13人）・3月19日（10人）

大 吉

■協議内容
　①個人情報のこともあり、近所での見守り内容について話がしにくい。
　②救急医療情報キットの記入用紙の情報が配布時から変更されていない方がある。

■決定事項
　①訪問時の心構えを勉強した後、友愛訪問を実施し、福祉会議や見守り会議で
　　情報交換を行い、共通認識を図る。
　②救急医療情報キットの更新年度が分かるよう用紙を黄色に変更し更新を行う。

■開催日・参加者数
　5月23日（16人）・8月23日（16人）・3月23日（16人）

 地区社協活動の推進：⑤－3福祉会議 
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豊 国

■協議内容
　①地区社協や福祉委員の役割等について役員が理解を深める必要がある。
　②今後に向けて、区長と足並みを揃えて地域のことに取り組んで行く必要がある。

■決定事項
　①地区社協や福祉委員についての研修会を実施し、福祉委員の活動証を配布する。
　②地区社協の役員名簿に区長を追加する。
　

■開催日・参加者数
　５月９日（1１人）・11月１４日（1６人）・2月2６日（1１人）

湯 郷

■協議内容
　①サロン等の地域住民の集まる場が、今後ますます重要になっているが、サロンを
　　実施できていない地区がある。
　②一人暮らし高齢者が増加しており、安否確認や見守りを兼ねた取り組みが必要。
　③日中独居となる高齢者も多く、救急医療情報キットの普及啓発が必要である。
　④今後も引き続き区長、特に13町内会長との連携が必要である。

■決定事項
　①新規サロンが2つ立ち上がり、平成30年度より登録とする。
　②友愛訪問事業の実施を年1回から年２回に増やし、一人暮らし高齢者の会の
　　チラシを付けて配布する。
　③区長が出席する見守り会議や町内会長会議において、救急医療情報キットの
　　説明や更新依頼を行う。
　④13町内会長会議に出席し、地区社協活動について説明を行い、協力依頼を行う。

■開催日・参加者数
　７月２０日（1３人）・1２月1４日（13人）・2月1５日（1１人）

豊 田

■協議内容
　①地区社協活動についての理解が不足している。
　②地区の実態について共有が出来ていない。

■決定事項
　①福祉マップの継続的更新を行い地区の実態把握を行い役員間で共有する。
　②地区社協の必要性、福祉委員活動など社協より話をして貰い理解を深める。

■開催日・参加者数
　5月27日（23人）・8月19日（23人）・12月2日（19人）・
　2月17日（25人）

地区社協活動の推進：⑤－4福祉会議 

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等



巨 勢

■協議内容
　①一人暮らし高齢者や高齢者世帯が増加しており、高齢者の引きこもりを
　　予防する対策が必要がある。
　②各団体同士の横のつながりが不十分であり、地区社協活動に対しての
　　共通認識が薄い。

■決定事項
　①高齢者の居場所づくりとして、ミニデイサービスを今年度も２回実施する。
　②地区社協活動について共有し、福祉会議開催ごとに、各団体同士の情報交換の
　　場を設ける。
　
■開催日・参加者数
　５月2０日（１７人）・10月1０日（1６人）・3月1５日（1２人）

田 殿

■協議内容
　①役員交代に伴い、地区社協活動の認知不足。

■決定事項
　①新役員及び福祉委員に対し、社協より説明を行い、地区社協活動、福祉委員活動
　　に対する理解を深める。

■開催日・参加者数
　4月6日（16人）・10月17日（15人）・12月17日（13人）

21

 地区社協活動の推進：⑤－5福祉会議 

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

楢 原

■協議内容
　①一人暮らし高齢者増加に対する支援について
　②救急医療情報キットの更新方法について

■決定事項
　①楢原地区一人暮らし高齢者の会（にこにこ会）に対する支援を行う
　②友愛訪問時に各地区ごとで救急医療情報キットの更新を徹底する

■開催日・参加者数
　5月１９日（17人）・9月８日（20人）・1２月８日（15人）・
　3月２３日（1７人）



江 見 東 部

■協議内容
　①平成28年度に救急医療情報キットの全戸配布を実施したが、配布目的について
　　十分な周知が出来ていないため、配布後の状況について各字常会で話し合いをし、
　　課題を福祉会議で協議する。また更新時期、方法について具体的に協議する。

■決定事項
　①救急医療情報キットの更新については、年末の常会で依頼することにした。
　②救急医療情報キットの更新にあたって、アンケートを作成しチラシと合わせて
　　配布した。
　③アンケートは平成30年度も実施し、内容については福祉会議で協議する。

■開催日・参加者数
　9月8日（14人）・12月5日（16人）・3月27日（14人）

22

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

江 見 中 部

■協議内容
　①友愛訪問支援事業の際に気付いたことを、福祉会議の場で共有できていない。
　②地区社協役員に福祉関係者が少ないため、福祉課題を十分に協議できていない。

■決定事項
　①各組織の友愛訪問活動の時期について、時期が重ならないように今後協議する。
　②地区社協役員に全ての民生委員を加えた。
　③救急医療情報キットの更新について引き続き各字で取り組む。

■開催日・参加者数
　10月11日（18人）・1月18日（14人）・3月22日（14人）

江 見 西 部

■協議内容
　①福祉委員の創設を検討する。
　②地域内で６回以上実施しているサロンの状況把握を行い、具体的に事例を提供して
　　開催回数増に尽力すると共に、リーダーの発掘に努める。
　③認知症の理解・対応について

■決定事項
　①福祉委員の設置については役員の負担を考慮し保留となった。引き続き検討する。
　②サロン活動を活発化し、各字で細やかな見守りに取り組んでいく。

■開催日・参加者数
　7月30日（12人）・11月26日（11人）・2月4日（11人）

地区社協活動の推進：⑤－6福祉会議 
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福 山

■協議内容
　①サロン活動の情報交換・充実について
　②友愛訪問支援事業の状況報告について
　③救急医療情報キットの全戸配布について

■決定事項
　①サロン活動を中心に地域課題を把握し、地区社協で検討していく。
　②友愛訪問後の状況を地区社協へ報告し、事務局で把握していく
　③救急医療情報キットを助成対象外の希望者があれば自己負担で配布する。

■開催日・参加者数
　7月14日（15人）・11月8日（20人）・2月8日（24人）

豊 野

■協議内容
　①高齢者の交通手段について
　②友愛訪問支援事業を通じた困りごとの把握について

■決定事項
　①市タクシー利用補助について、引き続き各字で周知啓発をする。
　②友愛訪問支援事業の報告様式に、具体的な困りごとを書き留めて協議する。
　　また記録として残していく。
　③次年度は救急医療情報キット・友愛訪問の名簿管理方法について協議する。

■開催日・参加者数
　7月6日（11人）・1月26日（12人）・3月23日（17人）

粟 井

■協議内容
　①ふれあいの集いの実施状況等について、開催後に振り返りを行った。
　②超高齢化に伴う、認知症研修の実施について

■決定事項
　①ふれあいの集いの振り返りを行った結果、参加者の固定化が課題であり、
　　引き続き調査・検討する。
　②認知症研修を継続開催する。

■開催日・参加者数
　5月６日（14人）・9月29日（17人）・２月24日（12人）

 地区社協活動の推進： ⑤－7福祉会議

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等



土 居

■協議内容
　①福祉のつどいについて参加型の内容を増やす。内容について事前協議を十分に行う。
　②救急医療情報キットの普及・啓発
　③見守り活動について、愛育・栄養委員で簡単なものを手作りして訪問をする。

■決定事項
　①平成２９年度は、福祉のつどいの内容について、カラオケや詩舞の時間を減らし、
　　参加型のプログラムを増やした。次年度は準備委員会を設けて事前協議を行う。
　②救急医療情報キットの更新について、更新のためのチラシを作成して配布する。
　③愛育・栄養委員の友愛訪問事業について、美作市からの助成金がなくなったが、
　　できるものを手作りして継続する。

■開催日・参加者数
　5月19日（28人）・7月20日（29人）・2月16日（26人）

奥

■協議内容
　①各種行事への参加者増加について。
　②友愛訪問及び救急医療情報キットの普及啓発について。
　③地区社協だよりの発行について。

■決定事項
　①サロン、体操、囲碁ボールやその他行事どれか１つでも2つでも参加を求める。
　②友愛訪問、救急医療情報キットの情報確認等の訪問活動を福祉委員、ボランテ
　　ィア２名体制で行う。
　③３０年度より地区社協だよりを年２回発行する。

■開催日・参加者数
　5月12日（20人）・10月27日（20人）・3月2日（22人）

24

地区社協活動の推進： ⑤－8福祉会議 

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

吉 野

■協議内容
　①一人暮らし高齢者の見守り状況、買物通院支援について

■決定事項
　①引き続き見守り状況の確認・情報共有を行う。
　②次年度は救急医療情報キットの確実な更新について協議する。

■開催日・参加者数
　5月20日（31人）・1月27日（23人）・3月24日（27人）



河 会

■協議内容
　①買い物等に困っている方の把握について。

■決定事項
　①福祉会議と見守り会議を開催し、課題の共有と高齢者情報の共有を行う。
　　地区を回る移動販売業者の周知を行う。

■開催日・参加者数
　5月12日（17人）・9月21日（14人）・2月22日（16人）

上 山

■協議内容
　①ひとり暮らし高齢者等への声掛けの推進。
　②高齢者の情報の共有化と後継者の育成。

■決定事項
　①福祉会議・見守り会議で見守りが必要な高齢者の確認をする。
　②サロン活動、グラウンドゴルフ大会、囲碁ボール等を実施し、ふれあいを
　　通じて情報の共有化や支え合い意識の高揚をはかる。

■開催日・参加者数
　6月18日（10人）・11月９日（13人）・2月3日（11人）

25

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等

福 本

■協議内容
　①地区社協の組織体制づくりの強化。
　②見守りが必要な方への支援方法について。
　③サロンができていない一部の組合へのサロン活動の支援。

■決定事項
　①自治振興協議会に社協部会を設け、評議員役員にも活動に参加してもらう。
　②見守り会議を年２回開催し、見守り活動の支援の検討。民生委員への連絡
　　方法の周知を行う。
　③関係組合へ活動ができる体制の支援をする。囲碁ボール大会を開催する。

■開催日・参加者数
　6月20日（12人）・1月17日（15人）・2月16日（10人）

真 三 井

■協議内容
　①社協の体制強化・情報の共有を図るため各種団体の情報が集約できる組織づくり。

■決定事項
　①広報誌を発行し、助け合いや支え合いの重要性を周知する。福祉会議の際、各種
　　団体から情報提供を促す。救急医療情報キットを希望者に配布し、緊急連絡カー
　　ドの更新を行う。

■開催日・参加者数
　５月２１日（22人）・9月10日（12人）・11月12日（20人）・
　1月28日（18人）

 地区社協活動の推進： ⑤－9福祉会議



尾谷・椿谷

■協議内容
　①役員大幅入れ替えのため、組織の体制の強化と事業推進について。
　②地区の高齢者と地域交流の場づくりについて。
　③高齢者の見守りについて。

■決定事項
　①福祉会議、見守り会議を通じて各組織からの情報の共有化を図る。
　②栄養委員がサロンの世話役だが、今後仕事をしている人等へ交代する際には
　　活動が縮小または困難になってくることが予想される。今後の検討課題とする。
　③救急車が来た際には意識して外に出たり、隣近所連絡し合ったりするよう心がける。

■開催日・参加者数
　5月26日（18人）・9月29日（15人）・2月23日（15人）
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公 文

■協議内容
　①地区社協組織の体制強化を図る。
　②救急医療情報キットの更新や友愛訪問事業等該当者の把握について。

■決定事項
　①地区社協の役員会を開催し、役員間で活動の理解を深め情報共有する。
　②会議を通じて、救急医療情報キットが必要な該当者を把握し配布する。
　　友愛訪問活動を区長中心で年2回実施する。

■開催日・参加者数
　7月7日（25人）・9月22日（22人）・2月16日（20人）

公 文 奥

■協議内容
　①役員間での連絡調整を図り、組織体制を強化する。

■決定事項
　①参加役員から近況報告をいただき、情報交換を行う。
　　福祉会議、見守り会議を継続し、見守りが必要な方の把握を行う。
　　サロンとの連携を深め、高齢者状況の把握やサロン活動の活性化につなげる。
　
■開催日・参加者数
　9月20日（11人）・12月13日（15人）・3月7日（13人）

地区社協活動の推進： ⑤－10福祉会議 

地区 社協名 福 祉 会 議 の 内 容 等



安否確認 無事に暮らしているか、その他状態の変化がないか

消費者被害防止 振り込め詐欺や訪問販売等の被害はないか

生活情報の支援 サロンや公的情報、地域行事等の情報提供

話し相手 定期訪問による見守りなど

買い物宅配支援 業者発注の手続きや店舗への電話取り次ぎ等

オプション

実施地区社協数

実施集落（大字）数

利用世帯数

延訪問回数

見守り会議開催数

見守り会議参加人数

市社協職員参加人数

利用世帯数：6２世帯（新規利用：２世帯・中止世帯４世帯）

訪問員登録人数：113人（平均年齢69.5歳：訪問員として実働している方）

実働人数：53人

月1回訪問：60世帯、有料訪問：2世帯（月2回以上の訪問）

平成29年度

30地区社協

平成27年度

29地区社協

179集落

64世帯

675回

81回

1,207人

241人

171集落

62世帯

617回

27

利 用 者 実 態

 地区社協活動の推進：⑥－1おたがいさまネット事業 

事 業 概 要

　おたがいさまネット事業は、地区社協が運営主体となって、一人暮らし・高齢者・障害者
世帯など、日常的に見守りが必要な世帯の拾い出しを行う「見守り会議」を開催し、見守り
が必要な人のお宅に、地区住民が定期的に訪問し、安否確認やちょっとした困りごとをお手
伝いする住民の自主活動による見守りネットワークを構築する事業です。
　平成29年度は、美作市内31地区社協のうち30地区社協がこの事業に取組み、市社協職
員が見守り会議への参加や訪問調整等のコーディネートをし、地区社協の活動支援を行って
います。
　ふれあい訪問は月１回の無料訪問利用者は６２名、その内月２回以上の有料訪問は２名が
利用され、延べ訪問回数は６１３回でした。

実 施 状 況

支 援 対 象 者
一人暮らし高齢者、認知症高齢者、高齢者世帯、身体・精神・知的障害者等
地域から孤立する恐れがあり定期的な生活援助が必要な者

支 援 内 容

手紙文書の整理、ゴミの分別・ゴミだし、電球交換、
買い物代行　※ｵﾌﾟｼｮﾝは、月2回以上の訪問に適用

見 守 り 会 議

　見守り会議は、地区社協単位で開催し、自治会代表者・民生委員・老人会役員などが大字
ごとに一つのテーブルを囲んで、見守りが必要な世帯や訪問員の選定を行うもので、抜け漏
れのない地域の実態把握と住民同士の情報共有が行われています。
　見守り会議は、事業開始３年間は年2回以上実施、４年経過後は年１回以上実施。

179集落

62世帯

613回

56回

987人

115人

世帯状況：独居高齢者52、高齢者世帯4、高齢者・障害者世帯1、障害者5、

82回

1,169人

234人

平成28年度

30地区社協

訪 問 員 実 態

訪 問 状 況

利 用 者 の
支 援 ニ ー ズ

安否確認：62件　　話し相手：62件　　消費者被害防止：23件
ゴミだし・分別：1件　　生活情報の支援：19件　　※支援ﾌﾟﾗﾝより抽出（重複含む）



大
字
総
数

実
施
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世
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実
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実
施
率

要訪問
世帯数

新規利用
世帯数

実利用
世帯数

6 6 100% 287 287 100% 0 0 0

10 2 20% 572 108 19% 0 0 0

4 4 100% 165 165 100% 0 0 1

5 5 100% 469 469 100% 3 1 4

5 5 100% 256 256 100% 0 0 0

6 6 100% 245 245 100% 0 0 0

7 7 100% 240 240 100% 2 0 3

7 4 57.1% 358 279 78% 0 0 0

11 8 72.7% 1134 1031 91% 0 1 1

27 27 100% 861 861 100% 0 0 6

19 723

9 9 100% 322 322 100% 0 0 0

5 5 100% 609 609 100% 1 0 3

10 10 100% 306 306 100% 0 0 2

3 3 100% 122 122 100% 0 0 0

12 11 91.6% 267 250 94% 0 0 5

8 8 100% 346 346 100% 0 0 2

8 7 87.5% 156 141 90% 1 0 1

6 6 100% 143 143 100% 0 0 3

5 5 100% 538 538 100% 3 0 4

5 5 100% 164 164 100% 2 0 10

5 5 100% 351 351 100% 2 0 7

8 8 100% 318 318 100% 3 0 2

1 1 100% 121 121 100% 0 0 2

1 1 100% 200 200 100% 0 0 0

5 5 100% 150 150 100% 0 0 1

3 3 100% 156 156 100% 0 0 5

3 3 100% 78 78 100% 0 0 0

4 4 100% 80 80 100% 0 0 0

4 4 100% 144 144 100% 0 0 0

2 2 100% 104 104 100% 0 0 0

214 179 83.6% 9,985 8,584 86.0% 17 2 62
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地区社協活動の推進：⑥－2おたがいさまネット事業 

田 殿

江 見 中 部

江 見 西 部

梶 並

公 文 奥

公 文

尾 谷 ・ 椿 谷

地区社協名

大字の実施状況

合　　計

世帯の実施状況

江 見 東 部

豊 野

楢 原

巨 勢

大 野

大 吉

東 粟 倉

林 野

豊 田

利用状況

大 原

讃 甘

0

613

0

41

11

12

22

33

94

62

24

0

0

真 三 井

豊 国

湯 郷

延訪問
回数

24



平成29年度地区社協メニュー事業の実施状況

美
　
作

作
　
東

英
　
田

○

○

○

○

大 原 ○

大 野

東 粟 倉 〇 ○

湯 郷 ○ ○

楢 原

豊 野

地区社協活動の推進：⑦－1地区社協メニュー事業 

事 業 概 要

　地区社協メニュー事業は、市社協が地区社協活動を支援する事業をメニュー化したも
ので、地区の実情に沿った様々な取り組みが行われています。メニュー事業は、市社協
が地区社協事業専門委員会及び地域社協連絡会で提案し、協議決定され事業化していま
す。

勝
　
田

12

18

公 文 奥

奥 ○

○

勝 田 ○ 86 86

梶 並

大
　
原

108 102

友愛訪問支援事業

1回訪問 2回訪問 1回発行

高齢者
ミニデイ

地域文化伝承事業

小中校
協働

大字
協働

サロン
新規立上

77 77

勝 田 東 ○ 26 26

○

33 32 ○

讃 甘 48 49○

○

60 54 ○ ○

大 吉 40 42 ○○

116 109 ○

○

○

豊 国 ○ 60 61 ○○

141 134

豊 田 ○ 36

○林 野 ○

38

巨 勢 ○ ○ 56 59

○ 41 41

田 殿 ○ 19 18

江 見 西 部 42 43

江 見 中 部 25

○

25 26 ○

26 ○

○

江 見 東 部

102 ○

福 山 ○ ○ ○ 33 32

土 居 ○ 106

○

36 33

粟 井 ○ 37 39 ○

福 本 33 33

吉 野 70 70 ○

上 山 29 30

真 三 井 28

29

広報紙作成支援

2回発行

○

○

16

14 3 9 4 1,508 1,485 15

12 11

尾 谷 椿 谷

○

○

○

○

○

○

44

27 ○

44

12 13

地区社協名

合　　計

○

公 文 11 12

河 会



美作市地域住民グループ支援事業（市受託事業）

高齢者生活福祉センターやまゆり苑

勝田地区社協 かつた市民センター

勝田東地区社協 高齢者生活福祉センターやまゆり苑

福山多目的集会所

平成29年度寄附金（香典返し・見舞い返し等）

51,060円 15地区社協

実 施 状 況

事 業 概 要
　地域住民に身近な福祉に関する情報を提供し、地区社協活動への理解と協力を得るため
に、地区社協が発行する広報紙の作成費の一部を助成し、各地区社協で広報紙が作成でき
るよう支援する。

 地区社協メニュー事業：⑦－2高齢者ミニデイサービス事業

事 業 概 要
　地区社協が自主運営する65歳以上の高齢者や一人暮らし高齢者等を対象にしたミニデ
イサービスについて、市社協所有のマイクロバスの配車や体操指導員の派遣を行い（年間
8回までを上限）、地域住民の生きがいづくりや交流活動を支援する。

財 源

1回 63人 大原コミュニティ

173人土居地区社協 1回 土居小学校

14地区社協

林野地区社協 世代交流多目的ホール

豊田地区社協 世代交流多目的ホール

実 施 地 区 社 協

地区社協名

4回

会 場 名参加人数実施回数

211人

17人

60回

財 源

助 成 金 総 額 実 施 地 区 社 協

 地区社協メニュー事業：⑦－3広報紙作成支援事業

助 成 金
地区社協が発行する広報紙１回につき
基本額10,000円＋（地区社協実態調査表の世帯数×10円）を年2回を上限に助成。
助成金の交付は３年間とし、４年目以降は年度内２回を上限に印刷代を無料とした。

30

合　　計

楢原地区社協 世代交流多目的ホール

巨勢地区社協 旧巨勢小学校

6回

2回

1回

豊国地区社協

湯郷地区社協

福山地区社協 1回

粟井地区社協 旧粟井小学校

197人

115人

2,093人

81人

世代交流多目的ホール

東粟倉地区社協 東粟倉ふれあいセンター・愛の村パーク

6回

1回

湯郷交流ｾﾝﾀｰ・世代交流多目的ﾎｰﾙ

梶並地区社協

102人

60人7回

32人

8回 301人

7回 218人

大原地区社協

88人

435人7回

8回



平成２９年度寄附金（香典返し・見舞い返し等）

梶並地区社協

勝田地区社協

林野地区社協

巨勢地区社協

平成29年度寄附金（香典返し・見舞い返し等）

①小中学校との世代交流事業

②大字地区の世代交流事業

財 源

助 成 金 総 額

31

3地区社協

9地区社協

えびす会

地区社協が小中学校等と協働し、地域の文化伝承
（田植え・稲刈り・しめ縄づくり・昔遊び等）を
通じて世代交流を図る活動を年3回以上実施する
地区社協に助成

地区社協内で行われる世代交流事業を年1回以上
実施する地区社協に助成。
地区社協内で1事業とする。

助 成 金

①小中学校との世代交流事業
　助成金：30,000円

②地区内の世代交流事業
　助成金：10,000円

助 成 金 総 額

申 請 数

地区社協メニュー事業：⑦－5地域文化伝承事業 

事 業 概 要
　地区社協が小中学校との協働や地区内の子供を交えて、地域の文化伝承を目的とする事
業（稲刈り・田植え・しめ縄作り・昔遊び等）を実施する地区社協に助成金を交付する。

地区社協メニュー事業：⑦－4サロン新規立上げ推進事業 

事 業 概 要
　地区内の大字又は小字単位に、5人以上で登録する「高齢者ふれあい・いきいき
サロン」を新たに立ち上げた地区社協に対し、助成金を交付しサロンの普及推進を
支援する。

西ヶ浜・新町・寺町 １４人

大山ふれあいサロン 大山 １８人

登録人数

メダカの学校

助 成 金 新規サロンを立ち上げ活動支援をする地区社協に対し、1サロンにつき30,000円を助成

財 源

東谷上 ８人

西町サロン 西町 ２５人

180,000円

120,000円

4地区社協

新 規 サ ロ ン
の 概 要 等

地区社協名 サロンの名称 集落名

実 施 地 区 社 協



美作市内に在住する65歳以上の一人暮らし高齢者

野菜ジュース、スポーツドリンク、抹茶葛湯

平成29年度寄附金（香典返し・見舞い返し等）

実施
回数

実施
回数

梶並地区社協 2回 江見西部地区社協 2回

勝田地区社協 2回 江見東部地区社協 2回

勝田東地区社協 2回 豊野地区社協 2回

大原地区社協 2回 土居地区社協 2回

讃甘地区社協 2回 福山地区社協 2回

大野地区社協 2回 粟井地区社協 2回

大吉地区社協 2回 吉野地区社協 2回

東粟倉地区社協 2回 奥地区社協 2回

豊国地区社協 2回 福本地区社協 2回

湯郷地区社協 2回 真三井地区社協 2回

林野地区社協 2回 上山地区社協 2回

豊田地区社協 2回 河会地区社協 2回

楢原地区社協 2回 公文地区社協 2回

巨勢地区社協 2回 公文奥地区社協 2回

田殿地区社協 2回 尾谷椿谷地区社協 2回

江見中部地区社協 2回 62回合　計

4,889

118

176

65世帯

82世帯

114世帯

121世帯

225世帯

110

123

171

56

66世帯

37

132

140世帯

25世帯

76

115世帯

37世帯

208世帯

65世帯

76世帯

32

231

145

98

122

174

242

78

 地区社協メニュー事業：⑦－6友愛訪問支援事業

事 業 概 要
　地区社協が実施する友愛訪問活動に対して、市社協より訪問時に配布する野菜ジュース
等を提供し、一人暮らし高齢者の安否確認と声掛けを行い、住み慣れた地域で自立した生
活を支援する。

対 象 者

財 源

地区社協名
配布

世帯数

62回

2,993世帯

延 実 施 回 数

配 布 品

配布
世帯数

210世帯 318

配布数

31地区社協

実
施
状
況
内
訳

172世帯 258

52世帯

154世帯

85世帯

51世帯

69世帯

82世帯

地区社協名

4,88951世帯

97世帯

配 布 世 帯 総 数

配 布 総 数

実 施 地 区 社 協

2,993世帯

配布数

127

76

105

320

98

152

210

23世帯

23世帯

34世帯

46

46

68

55世帯

59世帯

88世帯

110450

416275世帯

74世帯



100円　※配布対象者以外で申請があれば300円で提供

地区社協が取りまとめ購入し配布

400本 476本配布（対象外含む）

平成29年度寄附金（香典返し・見舞い返し等）

勝田 大原 東粟倉 美作 作東 英田

Ｈ 29 配 布 数 73 25 3 346 22 7

配 布 総 数 502 423 94 2,049 1,198 386

年　月 地　域 性　別 年　齢 事故種別

平成29年4月 英　田 男　性 ９０代 急　病

平成29年6月 作　東 男　性 ８０代 急　病

平成29年7月 美　作 男　性 ９０代 急　病

平成29年8月 作　東 男　性 ８０代 急　病

平成29年8月 英　田 男　性 ９０代 急　病

平成29年9月 勝　田 男　性 ８０代 急　病

平成29年10月 英　田 女　性 ８０代 急　病

平成29年10月 東粟倉 女　性 ８０代 急　病

平成29年12月 大　原 女　性 ９０代 急　病

平成29年12月 東粟倉 女　性 ８０代 急　病

平成30年1月 作　東 女　性 ８０代 一般負傷

平成30年1月 作　東 女　性 ８０代 急　病

平成30年2月 美　作 男　性 ６０代 急　病

平成30年2月 英　田 男　性 ７０代 急　病

平成30年3月 美　作 女　性 ８０代 急　病

平成30年3月 英　田 女　性 ８０代 急　病

平成30年3月 勝　田 男　性 ９０代 急　病

平成30年3月 大　原 男　性 ７０代 急　病

476

財 源

美 作 市 消 防
本 部 か ら の
活用事例報告

33

合計

4,652

　
　平成2９年度活用事例

　①活用件数：18件
       　（Ｈ28年度22件）
　②地域内訳：勝田2件
　　　　　　　大原2件
　　　　　　　東粟倉2件
　　　　　　　美作3件
　　　　　　　作東4件
　　　　　　　英田5件
　③性別内訳：男性10件
　　　　　　　女性8件
　④年齢内訳：60代  1人
　　　　　　　70代  2人
　　　　　　　80代  10人
　　　　　　　90代  5人

地区社協活動の推進：⑧救急医療情報キット配布事業 

事 業 概 要

　救急医療情報キットは、自分の氏名・年齢・緊急連絡先・かかりつけ医・持病や服薬内
容等の情報を、専用の筒状の容器に入れ冷蔵庫の中に保管して置くことで、緊急時の救急
隊等の迅速な救命活動を可能にするもので、各市町村等で導入が進んでいます。
　美作市社協は、平成22年度より、市内に在住する概ね65歳以上の一人暮らし高齢者を
対象に、救急医療情報キットを有償で配布しており、地区社協で配布の取りまとめと緊急
連絡カードの更新が行われています。

配 布 対 象 者 市内に居住する概ね65歳以上の一人暮らし高齢者世帯

H29配布数

購 入 負 担 金

配 布 方 法

Ｈ 29 購 入 数

配 布 状 況



サロン登録人数

助成金額（年額）

254人

76人 191人

平成28年度 2人 1人 118人 61人 182人

平成27年度 1人 7人

161ヵ所

2,085,000円

 申請数

105,000円 620,000円 570,000円 270,000円

勝 田 大 原

 助成金額

34

195,000円 325,000円

東 粟 倉 美 作 作 東 英 田

18ヵ所 22ヵ所 7ヵ所 42ヵ所 50ヵ所

体操指導員 訪問介護員 運 転 員

平成29年度 28人 124人

107人

平成25年度 6人 54人 11人 107人

ＰＴ/ＯＴ

5人

30人以下

10,000円

10人以下

5,000円

平成26年度 1人 47人

61人以上

20,000円

60人以下

15,000円

社協職員 合　　計

138人 321人

46人 202人

6人 96人 101人

4人

3人

合　　計

22ヵ所

 高齢者ふれあい・いきいきサロン活動の支援 ①

事 業 概 要
　地域住民と地区社協や、民生委員、栄養委員、ボランティア等が主体となって、公民館や
集会場などを活用して、定期的に会食やおしゃべり、レクリェーションなどを行い、地域の
集いの場として、高齢者ふれあい・いきいきサロンの開設や運営を支援します。

食 材 費 助 成

人 的 派 遣

サ ロ ン
活 動 助 成 金

市社協所有のレクリェーション用品等の無料貸出しを随時実施。

　サロンで行う調理実習に対し、参加者一人当たり300円を乗じた金額を上限に食材費を
助成します。また、食材費が上限に満たない場合は実費を助成します。平成25年度より助
成対象を65歳以上のサロン登録者としました。（食材費助成申請サロン数：140）

　地域における介護予防事業として、サロン活動に看護師や体操指導員等の人的派遣を実施
しました。また市社協に登録している、特技ボランティアの派遣も実施しています。

　高齢者の外出支援や社会参加を目的に、勝英管内で施設見学や買い物、研修等の戸外活動
を企画したサロンに対し、市社協のマイクロバスの貸出しと運転員の派遣を年1回実施しま
す。戸外活動を利用できるサロンは、年6回以上開催が条件としています。
　また、平成28年度より、前年度の参加人数の実績により、平均30人以上の参加があるサ
ロンにおいては、マイクロバスを2台まで貸出できることとしました。

戸 外 活 動

レ ク 用 品 の
無 料 貸 出 し

年6回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者の登録人数に応じて、1サロンにつき
年額5,000円から20,000円の活動費を助成。助成金の財源は寄附金を充当。
・平成29年度申請サロン数：161（平成28年度申請サロン数：157）

派
遣
人
員
内
訳

看 護 師



勝田支所

平成30年3月6日 やまゆり苑 15サロン
サ ロ ン
代 表 者
会 議 の 開 催

研 修 会 の
開 催

　市内で活動するサロン担当者を対象に、サ
ロンリーダー研修会を開催しました。研修会
では、社協からサロン運営についての情報提
供や担当者間で情報交換が行われました。

・期　日：平成29年11月26日（木）
・会　場：湯郷グランドホテル
・行政報告
　サロン外出支援モニターツアーについて
　もち麦の健康効果について
・もち麦御膳の試食
・グループディスカッション
・参加者：109名

サ ロ ン 備 品
助 成 事 業

　市社協は、サロン活動の推進を図るため「高齢者ふれあい・いきいきサロン備品
整備助成事業実施要綱」を制定し、平成29年度は26サロンから申請がありました。

・助成期間：平成27年4月1日～平成30年3月31日まで（3年間）
・対象サロン：年6回以上開催するサロン
・助成内容：サロンで使用する備品整備に対し、1サロン20,000円の助成金を交付
　　　　　　整備費用が20,000円を超えない場合は、実費を助成
　　　　　　助成金の交付は、各サロンに対し1回限り
・財源：福祉基金積立金（寄附金）
・平成29年度申請サロン数：26サロン　 （平成28年度申請サロン数：29サロン）
・平成29年度助成金総額：475,014円　（平成28年度助成金額：552,707円）

高齢者ふれあい・いきいきサロン活動の支援 ② 
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作東支所

英田支所

東粟倉支所

美作支所

支　　所

大原支所

平成29年5月26日

平成30年2月28日

買 物 サ ロ ン
支 援 事 業

　市社協は、買い物が困難な状況に置かれている高齢者の支援を目的に、サロンの
戸外活動の補填メニューとして「買物サロン支援事業実施要綱」を制定し、平成29
年度は30サロンが本事業を活用しました。

・実施期間：平成27年4月1日～平成30年3月31日まで（3年間）
・対象サロン：年6回以上開催するサロン
・事業内容：サロンの戸外活動以外に、買い物を希望するサロンに対し、市社協の
　　　　　　マイクロバス貸出しと運転員の派遣を年1回実施する。
・運行範囲：美作市内限定
・財源：寄附金
・平成29年度申請サロン数：20サロン

英田公民館

18サロン

８サロン

２５サロン

６サロン

３３サロン

４６サロン

１９サロン

開催日時 場　　所 参加サロン数

平成29年7月11日

平成30年2月27日

平成30年3月6日

平成30年３月３日

平成30年3月12日

やまゆり苑

勝田ふれあいセンター

大原保健センター

東粟倉ふれあいセンター

世代交流多目的ホール

作東長寿センター



大　原
（22）

6回

メダカの学校（新規） 東谷上生活センター 8人 11回

梶並公会堂 14人

赤坂コスモス会 赤坂コミュニティー 8人 8回

38人 12回

大杣会 大杣デイサービスセンター 20人 6回

6人 6回

梶並サロン 10回

楮サロン 楮コミュニティハウス

西町サロン（新規） 西町集会所 25人 10回

美土呂ふれあいサロン 大野コミュニティ 41人 7回

川上上サロン 大野コミュニティ 56人 8回

川上中いきいきサロン 川上中公民館 49人 8回

中西町いきいきサロン 中西町公会堂 29人 6回

今岡いきいきふれあいサロン 今岡公会堂 66人 9回

面影サロン 日面公会堂 26人 7回

宮本下いきいきサロン 宮本下土居公会堂 32人 7回

66人 10回

大塔サロン 大塔公会堂 13人 12回

下町サロン 下町公会堂

6回

長谷内さくら会 長谷内コミュニティー 30人 10回

50人 6回

古町下サロン 大原コミュニティ 104人 6回

江ノ原サロン 江ノ原公会堂 71人 7回

中町西サロン 中町西公会堂

立木公会堂 16人 9回

65人 6回

余野さわやか会 余野コミュニティー 12人 9回

真加部なかよし会 真加部老人いこいの家

久賀すこやか教室 久賀カントリーハウス 35人 10回

21人 9回

南町いきいきサロン 南町集会所

中右手ふれあい会 中右手集会所 11人

矢田ふれあいサロン 矢田公会堂

 高齢者ふれあい・いきいきサロン登録名簿 ①

実施回数登録者数サロン名 開催場所

8回

真殿地区サロン 真殿公会堂

みやまクラブ 塩木集会所 17人 9回

お楽しみサロン 美の坂公会堂 5人

こぶしの会 木地山公会堂 39人 12回

サロン立木

勝　田
（18）

地域

66人 9回

地域 サロン名 開催場所 登録者数 実施回数
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古町上サロン 八幡集会所 95人 6回

古町中サロン 古町集会所 72人



大　原
（22）

美　作
（42）

畑沖友遊サロン 畑沖集会所 65人 8回

岩見田サロン 岩見田公会堂 38人 7回

長内やすらぎサロン 長内コミュニティーハウス 45人 10回

福田サロン 中山コミュニティーハウス 65人 9回

134人 7回

金原・稲穂・則平健康広場 稲穂コミュニティー 61人 7回

中筋いきいきサロン 中筋集会所 62人 8回

位田サロンなごみの会 位田研修センター 36人 11回

５日サロン（下位田） 位田下集会所 18人 13回

中谷いきいき会 中谷集会所

東吉田大空会 東吉田集落センター 65人 12回

川東ゴジロ会 川東コミュニティー 44人 9回

東青野あかがね会 東青野コミュニティー 24人 11回

野原天一会 野原コニュニティー 13人 6回

開催場所 登録者数 実施回数

入谷ふれあいの会 入谷コミュニティー 51人 10回

後山元気会 後山公民館 31人 9回

笹岡ふれあいサロン 笹岡公会堂 12人 12回

田井サロン 田井コミュニティハウス 35人 6回

沢田サロン 沢田公民館 22人 12回

壬生サロン 壬生公民館 57人 6回

野形サロン 野形公民館 30人 8回

滝ふれあい・いきいきサロン 滝第２集会所 61人 9回

粟野サロン 粟野公会堂 27人 6回

川戸サロン 川戸公民館 30人 6回

地域

東粟倉
（7）

63人 12回

サロン名

地域 サロン名 開催場所 登録者数 実施回数

サロン名 開催場所 登録者数 実施回数

高齢者ふれあい・いきいきサロン登録名簿 ② 

地域

北山コスモス会 豊国公会堂 93人 7回

下香山健康教室 下香山公民館 46人
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8回

豊国原健康広場 豊国原コミュニティー 39人 12回

林尾楽友会 湯郷上コミュニティー 22人 19回

上相健康教室 上相公会堂 66人 9回

中尾ひまわり会 中尾コミュニティー

湯郷みずほサロン 町内山下宅 25人 7回

明見サロン 明見コミュニティハウス 67人 6回



南海お元気サロン 南海公民館 16人 12回

美　作
（42）

作　東
（50）

粟井中サロン 粟井中教育集会所 27人 6回

鷺巣サロン「ほほえみ」 本谷・土師コミュニティ 39人 6回

いきいきサロン梶原 梶原公民館 33人 6回

横田集会所 20人 8回

小野ひだまりサロン 小野公民館 75人 55回

樫村ｻﾛﾝきずな 巨勢改善センター 33人 51回

能登香小房サロン 小房コミュニティー 34人 6回

田殿サロン 田殿公民館 138人 7回

50回

榎サロン 榎公会堂 36人 10回

12回

29人 65回

大原サロン 大原公民館 40人 9回

山外野遊友サロン 山外野コミュニティー

猪臥どっこいクラブ 猪臥公会堂 41人 7回

なかよしサロン平田 平田コミュニティー 14人 20回

12回

友野健康広場 友野コミュニティー 17人 9回

山口サロン 山口公民館

サロン安蘇 安蘇公会堂 64人

中村健康サロン 中村公会堂 16人 8回

楢原下 楢原下多目的集会所 102人 8回

楢原中多目的集会所 83人 15回楢原中

平福いきいきサロン 平福公民館 117人

地域 サロン名 開催場所 登録者数 実施回数

横田ふれあいサロン

地域 サロン名 開催場所 登録者数 実施回数

38

23人 21回

 高齢者ふれあい・いきいきサロン登録名簿 ③

ひだまり（湯郷） 湯郷地域交流センター 14人 8回

はなみずき(湯郷） 湯郷上コミュニティハウス 38人 9回

朽木サロン 朽木コミュニティー 76人 9回

北原 北原コミュニティ 23人

えびす会（新規） 林野公民館 14人 8回

ひまわりサロン 長大寺集会所 21人 12回

にこにこ会 三倉田下コミュニティ 25人 7回

三分区２０日会（栄町） 栄町公民館 16人 12回

青空会（栄町） アルコ 6人 12回

楢原上いきいきサロン 楢原上公民館 128人 7回

大山ふれあいサロン（新規） 大山公民館 18人 9回

大井が丘サロン 大井が丘サロン室 36人 8回



柿ヶ原サロン 柿ヶ原コミュニティー 31人 9回

田渕ひまわり会 福山福祉ホーム 20人 9回

渡田サロン 渡田公民館 13人 12回

角南ふれあいサロン

黒薮笑年笑女サロン 黒藪コミュニティーハウス 21人 60回

毘沙門クラブ 日指公民館

作　東
（50）

ほほえみ 土居老人作業所 34人 12回

札の内集会所 15人 8回

寿会（横林） 横林集会所 22人 6回

若葉会（別所） 別所集会所 22人 12回

20人 22回

土居いきいきクラブ 土居公民館 9人 22回

田原サロン 田原公民館

34人

山城ふれあいサロン 山城公会堂 21人 13回

25人 24回

蓮花寺健康サロン 蓮花寺公民館 29人 29回

竹田ふれあいサロン 竹田公民館 22人 12回

片伏影集会所片伏影サロン 14人 6回

片伏日向高齢者いきいきサロン 片伏日向集会所 18人 54回

角南コミュニティーハウス 42人 23回

札の内サロン

27人 8回上之町なかよし会 妹尾荘

江見吉田体操クラブ 吉田公民館 20人 6回

さつきの会 作東公民館 17人 12回

今在家・駅前集会所 72人 7回

西河内ふれあいサロン

原元気クラブ 原公民館 17人 7回

作東お元気会 介護予防通所センター 16人 12回

7回

原久保木サロン 久保木集会所 19人 12回

あすなろ会 川崎集会所 32人 22回

藤生サロン 藤生公会堂 27人

松脇サロン 松脇隣保館 22人 14回

岩辺いきいきサロン 岩辺公民館 34人 20回

豊野サロン 豊野公民館 32人 12回

大内谷サロン 大内谷集会所 9人 8回

鯰はつらつサロン 鯰公会堂 12回

万善集会所 31人 23回

国貞サロン 国貞集会所

サロン名

高齢者ふれあい・いきいきサロン登録名簿 ④ 

地域

今在家・駅前ふれあいサロン

西河内集会所 21人 22回

開催場所 登録者数 実施回数

39

20人 92回

万善親和会サロン



作　東
（50）

23人 6回

南香合むつみの里ひまわりサロン 南香合集会所 26人 11回

神田あすなろ会 神田コミュニティー 38人 83回

井口ふれあいサロン 井口コミュニティハウス 29人 8回

10回

こぶしの里サロン ふれあいハウス 16人 12回

大西ふれあい会

尾谷ふれあいサロン 尾谷生活改善センター 95人 6回

大西ディサービスホーム 18人 6回

英田青野元気会 英田青野コミュニティー 29人

中河内わいわいわくわくサロン 中河内公会堂 28人 12回

鳥渕ふれあい会 鳥渕コミュニティハウス 13人 7回

椿谷ふれあいサロン 椿谷コミュニティハウス 25人 6回

城田ひまわり会 城田公会堂 17人 6回

名杭ふれあい会 名杭コミュニティー 41人 7回

豆田サロン 豆田老人作業所 29人 6回

鈩・宮土居サロン 鈩コミュニティーハウス

29人 6回

上山あじさいの会 上山公会堂 62人 10回

芦谷ふれあいサロン会 芦谷コミュニティー 22人 16回

わたぜガンバル会 渡瀬コミュニティー 19人 6回

小長ふれあいサロン 小長コミュニティー

中磯サロン 中磯公会堂

21人

奥地区サロン 奥コミュニティー 64人 7回

小原ふれあいクラブ 小原公会堂 35人 12回

12回

山崎ふれあい会 山崎コミュニティー 44人 10回

アカシア会 赤坂コミュニティー 25人 6回

北香合ふれあい会 北香合コミュニティー

24回

小滝ふれあいサロン 小滝公会堂

地域 サロン名 開催場所 登録者数 実施回数

登録者数 実施回数

16人 9回

東五名ふれあいサロン 殿河内コミュニティ 43人 6回

大聖寺サロン 大聖寺公会堂 23人 7回

24人
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鈴家サロン 鈴家集会所 20人 12回

小ノ谷サロン 小ノ谷集会所 20人 14回

西五名サロン 吉野公民館 20人 7回

 高齢者ふれあい・いきいきサロン登録名簿 ⑤

地域 サロン名 開催場所

中西コミュニティー 15人 6回

平成28年度登録サロン数（年6回以上開催）：157サロン
平成29年度登録サロン数（年6回以上開催）：161サロン（前年比4増）

5,897人 2,030回

英　田
（22）

中西サロン



1件（美作中学校体操服） 1件（美作中学校体操服）

支 援 対 象 者
現に経済的に困窮し、最低限の生活を維持することが困難な次の世帯
　①美作市社協で、相談を受付けた世帯
　②美作市保健福祉部総合相談係で、相談を受付けた世帯

給 付 物 品 玄米、その他長期保存が可能な食料品

給 付 内 容
①米の給付は、一人一日2合で原則2週間分とし、家族構成により上限10㎏まで
②美作市の支援機関等からの要請があった場合は、状況により対応

生活困窮者自立支援制度への対応
①緊急食料支援おむすび事業　　②就学支援リユース事業

事 業 名 緊急食料支援おむすび事業

事 業 概 要

　美作市内に在住し、生活困窮にある方に対して、生活の立て直しのための一時的な支援を
するため、市民から米の寄附を募り、食事に困っている家庭に寄附物品を給付し食料支援を
行います。また、寄附物品を給付した対象者は、行政等の自立支援機関につなぎ、生活の長
期的な立て直しを図るとともに、市民に広く寄附を呼びかけることで、生活困窮者支援の実
態について周知、理解を求めます。（平成27年10月1日より施行）

事 業 概 要

　平成27年4月から生活困窮者自立支援制度が創設されました。この制度は、今まで十分
に対応できなかった生活保護に至る前の段階の生活困窮者に対し、自立相談支援等を実施す
ることで、「自立の促進」を図ることを目的としています。
　美作市社協は平成27年度より、行政等と連携し既存の制度では対応できない狭間の福祉
ニーズに対応すべく、生活困窮者支援を目的とした独自事業である「緊急食料支援おむすび
事業」「就学支援リユース事業」「子どもの学習支援・居場所づくり事業」「生活困窮者等
緊急援護資金貸付事業」の4事業を事業化しました。

事 業 名

事 業 概 要

寄 附 実 績

不要になった制服などを市民から寄附を募り、必要とする家庭に渡し、生活困窮世帯等の子
供への就学支援として、美作市保健福祉部と協働し実施する。寄附の募集は、美作市の総合
相談窓口に寄せられた内容を社協広報紙により随時掲載。

支 援 対 象 者 美作市保健福祉部社会福祉課　総合相談窓口に相談が寄せられた方

就学支援リユース事業

寄 附 受 付
状 況

・玄米：760ｋｇ
・寄附者実人数：19人　（平成27年度から延べ3,360ｋｇ）

給 付 状 況

・玄米：917ｋｇ　　（平成27年度から延べ2,592ｋｇ）
・給付実世帯数：22世帯
　（内訳）美作市社協取扱い　14世帯
　　　　　美作市取扱い　8世帯
・その他給付：子どもの学習支援・居場所づくり事業への提供（美作市社協・蛍流荘）
　　　　　　　地域生活支援センターみまさかの子ども食堂への提供

支 援 実 績

41



事 業 概 要

　平成２８年度に引き続き、生活困窮世帯やひとり親世帯等の小中学生の子どもに対して、
学習支援や居場所の提供等を行うことで、学習意欲の向上や日常生活習慣・社会性・自己肯
定感を育むことを目的に、市社協作東支所の通所介護事業所を拠点に、「子どもの学習支
援・居場所づくり事業」をモデル事業として実施しました。
　本事業は、主に作東地域の小中学生を対象に、通所介護事業所にボランティア活動として
参加し、役割を持つことや他人から感謝される経験を通じて自己肯定感を高めるとともに、
基本的な生活習慣を身につけ、いじめの対象や不登校にならないよう、主任児童委員や、美
作大学生の協力を得て、夏・冬・春休み・中間・期末テスト期間に実施しました。
　事業実施においては、子どもや保護者、世帯全体の貧困の連鎖を防止するために、中学
校・教育委員会・美作市保健福祉部と定期的な協議を行いながら、事業を進めています。今
年度は社協の呼びかけにより、美作お助け隊参加法人の「蛍流荘」が美作中学校の生徒を受
け入れ事業を実施しました。

支 援 対 象 者 美作市内の中学生で、中学校や美作市保健福祉部が支援対象としている生徒とその兄弟姉妹

 生活困窮者自立支援制度への対応
 ③子どもの学習支援・居場所づくり事業　④生活困窮者等緊急援護資金貸付事業

事 業 名 子どもの学習支援・居場所づくり事業

支 援 内 容

1）学習支援：授業の予習・復習、日々の勉強の習慣づけ（学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが協力）
2）居場所の提供：ボランティア活動をしながら過ごせる居場所の提供
3）日常生活習慣：衣類の洗濯、炊飯・おにぎり作り、シャワー浴
4）自宅までの送迎
5）昼食の提供（無料）
6）ボランティア活動保険の加入（市社協負担）
7）子どもや保護者の相談援助
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受 入 れ 場 所 美作市社会福祉協議会作東支所　通所介護事業所

受 入 れ 人 数 実人数：6人（男子3人・女子3人）　　　受入れ延人数：７３人

実 施 日 夏休み・冬休み・春休み・中間・期末テスト期間中の延べ36日間

協 力 団 体 等 主任児童委員・作東地域社協・美作大学生・美作大学実習生等

学 校 内 訳 作東中学校、美作中学校、土居小学校の生徒

貸 付 件 数 ３件

貸 付 金 額 100,000円（平成29年度中に償還済）

事 業 名 生活困窮者等緊急援護資金貸付事業

事 業 概 要
緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった生活困窮者等に対し、小口の資金を貸し付け
ることで自立更生をはかります。

貸 付 対 象 者
生活困窮者自立支援法に基づき美作市より自立支援計画を策定されている世帯
生活保護を申請し、生活保護費の支給開始までの世帯
日常生活自立支援事業利用者で会長が必要と認めた世帯



1 社会福祉法人 日本原荘 ケアサービスセンターかつた

2 社会福祉法人 経山会 特別養護老人ホームやすらぎ荘

3 社会福祉法人 幸輝会 特別養護老人ホームみまさか園

4 社会福祉法人 光風福祉会 特別養護老人ホーム螢流荘

5 社会福祉法人 千寿福祉会 特別養護老人ホームﾛﾏﾝｼﾃｨあいだ

6 社会福祉法人 千寿福祉会 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ湯郷・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ湯郷

7 社会福祉法人 勝明福祉会 障害者相談支援センターほのか

8 社会福祉法人 勝明福祉会 就労継続支援Ａ型福祉の店きずな

9 社会福祉法人 津山みのり学園 児童発達支援事業所めばえ

10 特定非営利法人 ワークサポート

11 特定非営利法人 地域生活支援センターみまさか

12 株式会社 ライフサポート　ライフサポートきづな

13 ＮＰＯ法人 美作自立支援センター

14 社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

目　的

事 業 概 要

参 加 法 人 等

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 ① 

　平成28年4月1日、社会福祉法が改正され、全ての社会福祉法人に「地域における公益
的な取組を実施する責務」として、日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対し
て、無料もしくは低料金で新たな福祉サービスを積極的に提供するよう努めなければなら
ないことが規定されました。
　美作市社協は、今回の法改正を受け、一つの社会福祉法人ではできない制度の狭間にあ
る新たな福祉ニーズを市内の社会福祉法人等が連携・協働し、地域の公益的な取組を進め
るための協議会設立を市内の社会福祉法人等に働きかけ、平成29年6月1日に12法人14
事業所で組織する「美作市内の社会福祉法人等連絡協議会」を設立しました。

法　　人　　名 事　業　所　名

　参加社会福祉法人等は、相互の連携を図り、制度の狭間のニーズや複合的
な課題に対して、地域が必要とする新たな福祉サービスの開発及び支援を行
い、地域の社会資源として役割を果たす。

①社会福祉法人等が主体的になって、地域のｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄの役割を果たす
②制度の狭間のニーズや複合的な課題に対して、制度の枠組みを超えて、
　その人に必要な支援を行う
③各社会福祉法人等の専門性を有効活用し、複数の社会福祉法人等や
　地域の関係団体と連携することにより支援する
④地域が求める福祉ニーズに応じるため、市内の社会福祉法人等が
　ネットワークを構築し、新たな福祉サービスを開発・提供する
⑤社会福祉法人等が、地域の福祉資源として機能するよう役割を果たす

事 業 概 要

基本方針

社会福祉法人等の利用者及びその世帯、又は地域で生活する上で困難を抱え
ている方
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支　援
対象者



①カツ弁配達事業（生活困窮者等への配食サービス事業）

②お家さわやか事業（ゴミ屋敷清掃事業）

③わーく・わーく事業（生活困窮者等の就労訓練事業）

①総　会：6月

 美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 ②

　生活困窮者等に対し、次の事業を一体的に提供するため作業部会を設置し、寄添い支援
を継続しながら一般就労に繋ぐ。また福祉ニーズに柔軟に対応し、新たな福祉サービスの
開発に取組む。

実 施 事 業

②役員会：8月・11月・2月・3月（役員会の事務局は美作市社協が担当）
　・各法人から役員1名を選出し、会長・副会長・監事を設置

③作業部会：随時開催
　・各法人から相談員1名がいずれかの作業部会に参加し、実施する事業の調査・
　　検討を行う

参加法人から法人会費を拠出し、協議会の事業費に充当する。
　法人均等割負担金１０，０００円 ＋（ １，０００円 × 職員数 ）
　※職員数は、前年度の週４０時間勤務の職員数
　※平成29年度法人会費総額：434,000円
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参 加 法 人
会 費

会 議



平成30年3月27日
岡山県社会福祉協議会
きらめきプラザ

役員研修
　岡山県地域公益活動推進センター記念セミナー
　・記念講演：「社会福祉法人の地域福祉戦略について」
　　　　　　　　　講師：神奈川県立保健福祉大学　河幹夫教授
　・鼎談：「オール岡山による社福の地域公益活動の推進」

平成30年3月29日
作東長寿センター

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 ③

平成29年8月9日
作東長寿センター

第1回　役員会
　・作業部会からの報告
　　（カツ弁配達事業、お家さわやか事業、わーくわーく事業）
　・相談から活動までの流れについて
　・今後の活動について　・連絡協議会の愛称について
　・研修会　引きこもり支援について
　　　　　　　　講師：NPO法人 山村ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ　能登大治氏

平成29年11月29日
作東長寿センター

第２回　役員会
　・アセスメント票の依頼結果について
　・作業部会からの報告
　　（カツ弁配達事業、お家さわやか事業、わーくわーく事業）
　・ふくしネットそうじゃとの交流について
　・美作お助け隊の広報活動について
　・今後の活動について　・各種様式について

平成30年2月27日
作東長寿センター

美作お助け隊・ふくしネットそうじゃ交流会
　・活動報告と情報交換

第3回　役員会
　・作業部会からの報告
　　（カツ弁配達・お家さわやか・わーくわーく事業）
　・前回の役員会の決定事項について

内　　　　　容

平成29年5月11日
作東長寿センター

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会設立準備会
　・わーくわーく事業作業部会の報告
　・設立準備会発起人の選任について
　・市内社会福祉事業者の参画について
　・役員、相談員の選出について　・設立総会について

平成29年6月1日
作東長寿センター

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会設立総会
　・規約の制定について　・役員の選任について
　・作業部会相談員の選任について
　・平成29年度事業計画について
　・平成29年度収支予算について

第4回　役員会
　・役員会、作業部会の役割と位置づけについて
　・企画、研究部会の設置について
　・美作お助け隊の広報活動について
　・平成30年度事業計画について
　・平成30年度収支予算について
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役 員 会 の
活 動 状 況

期日・会場



美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 ④

作 業 部 会 の
活 動 状 況

概 要

　作業部会は、美作お助け隊参加法人の職員で組織する事業部隊で、各法
人の利用者やその世帯等から支援対象者を拾い出し、アセスメントシート
を元に３つの事業に結び付けながら、衣食住の生活の自立に向けた受理調
整会議や事例検討、事業の検証を行っています。
　美作市社協からは、各作業部会に２名の職員を配置し、部会の事務局的
役割を担っています。また、支援者ニーズに対応するための新たな福祉
サービスの企画・立案についても、随時協議が行われました。

開 催 回 数 延べ13回

カ ツ 弁
配 達 事 業
作 業 部 会

作業部会構成メンバー（4法人　5名）
　　第１回　平成２９年　６月２１日
　　第２回　平成２９年　７月１１日
　　第３回　平成２９年　８月１７日
　　第４回　平成２９年１１月１４日
　　第５回　平成３０年　２月２２日

わ ー く ・
わーく事業
作 業 部 会

作業部会構成メンバー（5法人　6名）
　　第１回　平成２９年　４月２０日
　　第２回　平成２９年　５月１７日
　　第３回　平成２９年１１月２４日
　　第４回　平成３０年　２月１９日

お家さわや
か 事 業
作 業 部 会

作業部会構成メンバー（6法人　7名）
　　第１回　平成２９年　７月２７日
　　第２回　平成２９年１１月２１日
　　第３回　平成２９年１２月２７日
　　第４回　平成３０年　２月２３日

事 業 実 施
状 況

カツ弁配達
事 業

1）事業概要
　各法人が行う事業の中で生活困窮者等を発見し、活力をつけてもらうた
めの弁当を無料で配布することにより（月～金曜日）、生活の自立に向け
た支援を行う。弁当は自立に向け段階的に有料とする。

2）利用料
　2ヵ月までは無料で以後1ヵ月経過毎に段階的に有料とし、4ヵ月以降
は400円とする。（最長６ヵ月実施）
　１日～２ヵ月：無料
　２ヵ月～３ヵ月：200円/食
　3ヵ月～4ヵ月：300円/食
　４ヵ月以降：400円/食

3）支援対象者
　各法人が必要と認めた者、市生活困窮担当者等が必要と認めた者（生活
保護申請後受給開始までの者）

4）事業実績
・実利用者数：7名（３世帯）
・実施法人：2法人（幸輝会・美作市社会福祉協議会）
・延べ配食数：105食
　　　　　　　（1世帯4名は、平成３０年４月１日以降も利用継続中）
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美作市三倉田 男性単身 　3法人5名参加
美作市湯郷 女性単身 　7法人10名参加
美作市真加部 男性単身 　3法人5名参加
美作市尾谷 ３人世帯 　7法人9名、

　地元住民６名参加

美作市内の社会福祉法人等連絡協議会 ⑤
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事 業 実 施
状 況

わ ー く ・
わーく事業

１）事業概要
　各法人の利用者や世帯等の中で就労訓練が必要な者を、美作市の生活困
窮者相談窓口に繋ぎ、各法人が就労支援事業者として中間就労の受入れを
し、一般就労に向けた支援を行う。

2）支援対象者
　美作市自立相談支援事業で、就労訓練事業（中間的就労）の利用が適当
とであると行政が認めた者

3）就労支援事業所登録法人：６法人8事業所
　①社会福祉法人日本原荘　ケアサービスセンターかつた
　②社会福祉法人経山会　特別養護老人ホームやすらぎ荘
　③社会福祉法人幸輝会　特別養護老人ホームみまさか園
　④社会福祉法人光風福祉会　特別養護老人ホーム螢流荘
　⑤社会福祉法人千寿福祉会　デイサービスセンター湯郷
　⑥社会福祉法人千寿福祉会　特別養護老人ホームロマンシティあいだ
　⑦社会福祉法人美作市社会福祉協議会　ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ大原事業所
　⑧社会福祉法人美作市社会福祉協議会　作東ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

４）受入れ期間及び時間
　原則３か月、週２日の１日2時間

5）業務内容等
　清掃作業、洗濯物たたみ、配膳、洗車等の軽作業

6）費用弁償等
　受入事業所で、費用弁償として2,000円を日払い

7）事業実績
・中間就労受入実人数：2名
・受入れ法人：2法人
　　幸輝会（平成29年12月4日～平成30年3月26日）：15日
　　螢流荘（平成29年12月20日～平成30年3月20日）：24日
　　※螢流荘で受入した支援対象者は、受入れ後、臨時職員として
　　　雇用される。

お家さわや
か 事 業

1）事業概要
　各法人が行う事業の中でゴミ屋敷状態にある世帯を発見し、法人職員
のマンパワーを活かして清掃作業を行う。また、本人の抱える生活上の
課題解決に向けた支援を行う。

2）支援対象者
　各法人が必要と認めた者（生活困窮者・障害者・認知症の者）。
　但し、清掃作業を通して自立を促せる可能性がある者、又は行政関係
者や関係機関等の関わりが既にあり、その支援の一部として必要な者。

3）事業実績
・実施件数：4件
・実施状況

平成29年6月20日

平成29年11月27日

平成29年12月12日

平成30年2月21日



1．子育て親子の交流と集いの場を提供する。

2．子育てアドバイザーが、子育ての悩み等に相談に応じる。

3．地域の子育て関連情報を、集まってきた親子に提供する。

4．子育て及び子育て支援に関する講習を実施する。

無料

開所日 利用人数 開所日 利用人数 開所日

生涯学習センター

英田保健センター

328日 7,394人 320日 6,495人 314日

47日

217人

2,404人

21日

3,854人

東粟倉
ふれあいセンター

641人

21日

いきいきゆうゆうの里
世代交流多目的ホール

8日 169人

さくら
ハウス

43日 196人

ぱれっと
吉野

つくしんぼ
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20日

大原保健センター

―

137人

166人

毎月第1・
第3金曜日

24日

51日

毎週水曜日

毎週木曜日

毎週
月・木曜日

毎月
第4金曜日

毎週水曜日

20日

48日47日

19日

786人

306人 11日

90日 3,352人

48日

92日

つどいの広場事業 

事 業 概 要

　美作市からの受託事業で、小学校就学前の
乳幼児をもつ保護者に、子どもを安心して
遊ばせながら育児相談や子育て中の親が気軽
に集い、語り合えるような場（子育てサロン）
を提供することにより、保護者の育児に対す
る不安・負担の緩和を図るために、市内８ヶ
所で「子育てサロン」の活動支援を行ってい
ます。市社協は、各サロンへ助成金交付や子
育てアドバイザー等の派遣を行っています。

利用人数

H2７ H29

48日

業 務 の 目 的

子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
状
況
内
訳

5,357人

311人

20日

開 催 日

618人

24日

合 計

173人

毎月2回
（不定期）

8日

90日

300人

51日

273人

旧巨勢小学校

いきいきゆうゆうの里
世代交流多目的ホール

276人

ぱれっと

444人

えんぜる

毎月
第3土曜日

21日

684人

481人20日

―

毎月
第1火曜日

192人

事 業 内 容

205人

サロン名称

ちびゆり
クラブ

まめっこ

こすもす

こっこ

422人作東長寿センター

46日

旧吉野幼稚園

高齢者福祉センター
「やまゆり苑」

開 所 時 間

931人

開催場所

780人

24日

H28

1日（回）あたり3時間以上開催

利 用 料

928人



Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

老人クラブ連合会 7,984人 8,086人 8,055人 7,859人 4回

身体障害者福祉協会 434人 391人 364人 323人 4回

遺族会 738人 816人 792人 788人 5回

保護司会 24人 25人 26人 24人 4回

勝田 大原 東粟倉 美作 作東

老人クラブ連合会 841,080円 1,107,840円 180,720円 1,661,040円 1,767,960円

身体障害者福祉協会 96,500円 153,500円 ― 108,500円 105,500円

遺族会 58,600円 107,120円 28,940円 232,420円 157,120円

保護司会 ― ― ― ― ―

老人クラブ連合会 各支部・連合会の事務局として事業企画や事務運営の指導援助を行う。

身体障害者福祉協会 各支部・連合会の事務局として事業企画や事務運営の指導援助を行う。

遺族会 各支部・連合会の事務局として事業企画や事務運営の指導援助を行う。

保護司会 事業企画や事務運営の指導援助を行う。

事 務 局 の
取組み内容

団 体 名 事務局の取り組み内容
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支部助成金
内 訳

団 体 名 英田

748,440円

120,500円

63,640円

―

 各種団体助成事業

事 業 概 要
　美作市から補助金を受け、老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、遺族会、保護司会の
事務局を担当し、自主運営に向けた福祉団体の支援を行っています。

活動状況と
助 成 金

団 体 名

会　　員　　数
役員会の
開催状況

助成金額

7,322,000円

810,000円

1,445,910円

450,000円

合 計 10,027,910円



美作市障害者共同作業所「むぎの会」

地域活動支援センターⅢ型

世代交流多目的ホール

美作支所

毎週火～金曜日：週4日開所（祝祭日・お盆、年末年始を除く）

13：00～16：00

フルーツキャップの梱包

牛乳パックを使用したリサイクルはがき作り

新聞紙を使った包装資材の加工（市内特産物販売業者へ納入）

無料

2人／日

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ2７ Ｈ28

登録人数※1 12人 10人 11人 10人 10人 7人

延人数 1,336人 893人 1,269人 1,419人 1,532人 1,301人

開所日数 190日 190日 190日 190日 190日 190日

4月 5月 6月 7月 8月 9月

開所日数 16日 15日 18日 16日 15日 17日

利用人数 76人 79人 110人 83人 85人 92人

10月 11月 12月 1月 2月 3月

開所日数 17日 16日 15日 15日 16日 14日

利用人数 92人 97人 108人 106人 111人 133人

利 用 状 況 推 移

※1.登録人数は、当該年度3月の人数を記載
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合計

事 業 内 容

作 業 内 容

施 設 名 称

1,172人

平 成 ２ ９ 年 度
月 別 利 用 状 況

H29

12人

1,172人

事 業 所 形 態

190日

場 所

所 轄

開 所 日

利 用 者 負 担 金

指 導 員 の 配 置

障害者共同作業所事業 

事 業 概 要

　美作市からの受託事業で、在宅で生活する障害等のある人が、軽作業を通じて生活の
リズムを作り、対人関係の改善や社会に適応する力を養いながら社会復帰を目指すため
の障害者作業所の運営を行っています。 平成２９年度は、美作市内の社会福祉法人等連
絡協議会（美作お助け隊）と連携し２名の受け入れを行い、内１名が社会復帰に向け、
就労継続支援Ｂ型事業所に移行されました。

開 所 時 間

1,336人

893人

1,269人

1,419人 1,532人

1,301人
1,172人

人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ2７ Ｈ28 H29

延人数



美作市社会福祉協議会

市内を発着点とし、社協営業時間内で往復可能な区域

大原支所・作東支所

月曜日から金曜日（祝祭日及び12月29日から1月3日除く）

午前9時から午後5時まで

美作市社会福祉協議会所有の福祉車輌

普通第二種免許を有する者及び指定講習受講修了者

基本料金：30分まで1,100円～以後30分毎に1,100円追加

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

大 原 支 所 28人 28人 31人 22人 7人

作 東 支 所 3人 7人 8人 11人 11人

合 計 31人 35人 39人 33人 18人

要介護
認定者

身障手帳
所持者

精神手帳
所持者

大 原 支 所 6人 1人

作 東 支 所 4人 6人 1人

合 計 10人 7人 1人 人

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

大 原 支 所 47件 90件 141件 110件 19件

作 東 支 所 6件 6件 13件 24件 166件

合 計 53件 96件 154件 134件 185件

通院 社会参加 通所

大 原 支 所 5件 1件

作 東 支 所 143件 10件

合 計 148件 10件 1件

移 送 先 美作市内：　16件、津山市：　6件、勝央町：　137件
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平 成 29 年 度
利用内容内訳

合計

6件

153件

159件

利
用
状
況
内
訳

登録者数推移

Ｈ29

7人

11人

18人

平 成 29 年 度
登 録 者 内 訳

合計

7人

11人

18人

利 用 件 数

Ｈ28

6件

153件

159件

 福祉移送サービス事業

事 業 概 要
　要援護高齢者及び障がい者等、公共交通機関での移動が困難な方を対象に、リフト付自
動車等の福祉車輌を使用して外出を支援し、社会参加を促進する有償運送事業を社協の自
主財源を使った単独事業として行っています。

事 業 内 容

運 送 主 体

運 送 対 象 者
外出時に車椅子の使用が必要か歩行介助者が必要な方で、単独
では公共交通機関の利用が困難な移動制約者として、あらかじ
め登録した方及び介助者・付き添いをされる方

運 送 区 域

運 行 支 所

営 業 日

営 業 時 間

使 用 車 輌

運 転 者

利 用 料
迎車料金：50円／㎞
※初乗り場所に最も近い社協支所から初乗り場所まで



美作市ファミリー・サポート・センター

美作支所内（世代交流多目的ホール）

月～金曜日（祝祭日・お盆、年末年始を除く）9：00～17：00

依頼会員：美作市在住で子育ての援助を受けたい保護者

提供会員：美作市在住で子育ての援助活動ができる人：資格不問

両方会員：美作市在住で依頼・提供会員の両方の活動が可能な人

保育施設の保育開始時まで、保育終了後の子どもの預かり

保育施設までの子どもの送迎

小学校の放課後、放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり

仕事と育児の両立のために援助が必要な場合の子どもの預かり

1時間まで

午前7時～午後7時まで 500円

午後7時～午前7時まで 700円

土・日曜日、祝日及びｾﾝﾀｰが定める別の日 700円

500円

サービス提供会員傷害保険・賠償責任保険・依頼子供傷害保険

援 助 の 対 象
依頼会員の同居親族で、概ね生後3か月以上10歳未満の乳幼児
及び児童

事 業 内 容

名 称

セ ン タ ー 事 務 局

センター受付日時

350円

無料

利 用 料

以降30分毎

350円

ファミリー・サポート・センター事業 ① 

事 業 概 要

　

　美作市の受託事業で、保護者の子育てと就労支援を目的に、育児の援助を受けたい
人（依頼会員）と、子育てのお手伝いができる人（提供会員）が会員となり、相互の
信頼と了解の上で一時的にお子さんを預る、子育ての相互援助事業の運営を行ってい
ます。美作支所に、「美作市ファミリーサポートセンター」を設置し、仲介斡旋業務
を行うアドバイザーが、会員の紹介、援助活動の依頼など会員間の調整等を行ってい
ます。

補 償 保 険
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250円

会 員 区 分

援 助 活 動 の 内 容

平日

会 員 登 録 料年 会 費



・預かり

・保育園、幼稚園の迎え

・保育園、幼稚園の迎え及び預かり

・放課後児童クラブの送り・迎え

・子どもの病気時の援助（保育園・学校への迎え）

0～1時間 484件 3～4時間

1～2時間 4件

2～3時間 6件

平成2９年度
利 用 状 況

73件

8件

利 用 時 間 内 訳

19件

12人

11人

参加者数

339件

3件

53

会 員 交 流 会
開 催 状 況

参加者数

25人

25人

開催日 交流会の内容

平成30年3月21日 ふろしき研究会会員による「ふろしき活用術講座」

会員講習会の
開 催 状 況

 ファミリー・サポート・センター事業 ②

会 員 登 録 数
推 移

※（ ）は延
登 録 会 員 数

利 用 内 容 内 訳

合　　　計 502件

利用件数推移

平成30年3月21日

講習会の内容

第1回講習会　救急法　　　　　　　　　　　　　　　　　

第2回講習会　発達支援講演会　　　　　　　　　　　　　　

第３回講習会　子どもの病気　

68件

開催日

平成29年8月8日

平成29年11月11日

617件

381件
467件

384件
346件

457件
502件

件

100件

200件

300件

400件

500件

600件

700件

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

62人 64人
72人

67人

44人
50人 53人

60人

76人

89人

70人

55人
64人 65人

8人 8人 8人

22人

11人 11人 12人

人
10人
20人
30人
40人
50人
60人
70人
80人
90人

100人

Ｈ23

（130人）

Ｈ24

（148人）

Ｈ25

（169人）

Ｈ26

（159人）

Ｈ27

（110人）

Ｈ28

（125人）

Ｈ29

（130人）

提供会員 依頼会員 両方会員



1．概ね65歳以上の一人暮らしで、身体機能が低下している方

2．どちらか一方が虚弱な高齢者夫婦世帯

3．その他、市長が「食」の自立支援を必要と認める方

利用料 400円／1食

大原支所 　月～日曜日（週7日） 大原支所

作東支所 　月～金曜日（週5回） 作東支所

英田支所 　月～金曜日（週5回） 英田支所

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 　Ｈ27 　Ｈ28 　Ｈ29

55人 58人 58人 59人 64人 43人 36人

25人 20人 20人 33人 39人 30人 28人

13人 18人 11人 14人 12人 17人 17人

93人 96人 89人 106人 115人 90人 81人

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 　Ｈ27 　Ｈ2８ 　Ｈ29

11,257 10,201 11,857 12,492 12,770 10,159

3,983 2,765 3,295 4,068 5,775 4,834

1,776 2,523 1,744 1,378 1,600 1,664

17,016 15,489 16,896 17,938 20,145 16,657
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配
食
利
用
数
推
移
（

単
位
/
食
）

大 原 支 所 7,351食

作 東 支 所 3,884食

英 田 支 所 2,517食

合 計 13,752食

利
用
実
人
数
推
移

（

Ｈ
2
9
.
3
現
在
）

大 原 支 所

作 東 支 所

英 田 支 所

合 計

「食」の自立支援事業 

事 業 概 要
　美作市の受託事業で、在宅の高齢者等が安心して健康で自立した生活を送ることができ
るよう、食生活の自立、健康の増進等を図り、併せて安否確認を行うことにより、在宅生
活での自立を支援しています。

事 業 内 容

対象者

提供日 配達方法

　ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ

　臨時配達員

　弁当業者

93人 96人 89人
106人

115人
90人 81人

人

50人

100人

150人

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

17,016 
15,489 

16,896 17,938 
20,145 

16,657 
13,752食

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ2８ Ｈ29



1．日常生活に関する支援・指導（基本的生活習慣を習得の支援・指導）

2．家事に対する支援と指導

3．対人関係の構築のための支援と指導（近隣住民との関係修復等）

4．関係機関との連絡調整

利 用 者
負 担 金

200円／1時間当たり ※事業所収入は、1時間当たり2,780円

1．派遣回数は、1週間当たり2回まで

2．派遣時間は、午前9時から午後5時までで、1回につき1時間以内

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

大原支所 2人 2人 － － － － －

作東支所 3人 2人 1人 － 1人 － 1人

合 計 5人 4人 1人 人 1人 ― 1人

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

大原支所 98回 89回 － － － － －

作東支所 102回 125回 22回 － 8回 － 33回

合 計 200回 214回 22回 ― 8回 ― 33回

―

1人

 生活管理指導員派遣事業

事 業 概 要

　美作市の受託事業で、概ね65歳以上の高齢者を対象に、基本的生活習慣が欠如してい
たり、対人関係が成立しにくいなどの社会適応が困難な高齢者に対して、生活管理指導
員（ホームヘルパー等）を派遣し、日常生活に対する指導や支援を行い、要介護状態へ
の進行を予防し、自立した生活の向上を図ります。

派　 遣
回数等

事 業 内 容

2．対象者の選定は、福祉担当者・保健師・ヘルパー、その他関係職員に
　よるケース会議で決定。

サービス
内　 　容

Ｈ29

1人

対 象 者
及び選定

1．基本的な生活習慣が欠如していたり、対人関係が成立しない等の社会
　適応が困難な高齢者。「要支援」及び「要介護」認定者は利用できない。

実
人
数
推
移
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Ｈ29

―

19回

19回

訪
問
回
数
推
移

200回 214回

22回
回 8回 回

33回 19回

回

50回

100回

150回

200回

250回

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29



●募金期間：10月1日～12月31日　戸別・法人・街頭・学校・職域等で募金活動を展開

H23 H24 H25 H26 H27 H28

目標額 5,300,000 5,200,000 5,200,000 5,100,000 5,100,000 5,000,000

実績額 4,628,578 4,501,851 4,639,288 4,559,592 4,558,532 4,345,067

達成率 87.3% 86.6% 89.2% 89.4% 89.4% 86.9%

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

目標額 520,000 670,000 180,000 2,070,000 1,070,000 490,000

実績額 625,266 565,971 210,044 1,516,854 969,773 392,822

達成率 120.2% 84.5% 116.7% 73.3% 90.6% 80.2%

配分額 344,819 287,408 111,336 752,000 456,201 192,000

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

支 所 名

　保育園・小学校書籍寄贈、地域社協助成（一人暮らしの会）、サロンリーダー育成　他

　東粟倉地域囲碁ﾎﾞｰﾙ大会開催・地区社協助成（一人暮らしの会）

　心身障害児・者の親の会助成金

　むぎの会共同作業所助成金、一人暮らしの会活動費助成、サロンリーダー育成他

　一人暮らしの会・作東地域福祉活動助成金、にこにこ会活動助成金・ｻﾛﾝﾘｰﾀﾞｰ育成費

　英田地域福祉活動助成金

　ボランティア・グループ助成金：なでしこ・読み聞かせ会

共同募金配分金事業 

事 業 概 要
　市民の募金への協力とそれぞれの支所で募金を適切に配分することで、民間財源を有効
に活用するとともに、市民の福祉への参加と関心を高めています。

募 金 額 推 移
（単位：円）

5,000,000

4,280,730

85.6%

H29

地 域 別
実 績 額
（単位：円）

合　　計

5,000,000

4,280,730

85.6%

2,143,764

区　長 部落長

配 分 事 業

主 な 実 施 事 業

勝　田
　ボランティア・グループ助成金
　　勝田ｻﾛﾝの会・この指とまれ・勝田地域ボラ連・つくし会

大　原 　ボランティア・グループ助成金
　　ささゆり会・日赤協賛会・ぽけっと・ラブラドール・あすなろ会・でこぽん
　　昔こっぷり

東粟倉
　ボランティア・グループ助成金：すてっぷの会・ふれんどの会

募金ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
団体名 民生委員

日赤
協賛員会

民生委員 福祉委員

　高齢者料理教室、地域社協助成（1人暮らしの会）、介護者家族の会助成、子育てｻﾛﾝ助成
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美　作 　ボランティア・グループ助成金
　　美作地区ボランティア連協・手話サークルさくらんぼの会・あおぞら・すみれ会・
　　子育てサポートこっこ・美作要約筆記サークル・みまさか点字サークル
　　民話の会ほっこり・たんぽぽの会・一歩の会・みまさか朗読の会・みまさか優友の会
　　マジック同好会・観光ボランティアガイド

作　東
　ボランティア・グループ助成金
　　作東福祉ボランティアの会・サポーター作東・かぼちゃの馬車

英　田

赤 い 羽 根 ま ち づ く り
福 祉 活 動 助 成 事 業

岡山県共同募金会が公募する地域住民の地域福祉活動を支援する助成事業に、本会から
も申請し60万円の助成金が交付された。助成金は、「福祉ネットワークづくり事業」
の財源に充当。



美作市ボランティア連絡協議会

33団体 698人

第１回役員会（世代交流多目的ホール）

第１回運営委員会（世代交流多目的ホール）

平成2９年度総会及び第2回運営委員会（世代交流多目的ホール）

代表者会議及び第3回運営委員会（世代交流多目的ホール）

第4回運営委員会（世代交流多目的ホール）

地域名 会員数

　勝田サロンの会 64名 勝田地区内の高齢者サロン活動

　おはなしの会　このゆびとまれ！ 6名 絵本の読み聞かせ

　つくし会 23名 健康体操教室ボランティア

　ささゆり会 7名 高齢者ｻﾛﾝの食事作り、子育てｻﾛﾝ

　ボランティアサークル　ぽけっと 7名 地域おこし、施設訪問等の社会福祉活動

　託児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ　ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ 14名 小学校の預かり保育

80名 救護ボランティア

　でこぽん 18名 介護予防体操教室のサポート

　あすなろ会 5名 男性料理教室の手伝い

　おおはら語りの会　昔こっぷり 10名 民話の語り部

平成29年8月1日

平成29年10月30日

美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
連絡協議 会の
活 動 状 況

平成29年5月15日

平成29年6月6日

平成29年6月14日

平成29年11月7日

 ボランティア活動推進事業 ①

事 業 概 要

　美作市の補助金を受け、ボランティアの育成・支援を行っています。市内には、様々
な活動を展開しているボランティア団体が数多くあります。市内で活動するボランティ
アグループの実態把握及びボランティア同士の活動の輪（ネットワーク）を広げる交流
の場を提供し、情報の共有や協働により活動が一層活性化するよう、美作市ボランティ
ア連絡協議会（平成20年5月19日設立）の活動支援を行っています。中高校生を対象に
した「夏のボランティア体験事業」や市内小中学生を対象にした福祉体験教育の推進、
ボランティアの人材育成を目的にした各種養成講座を開催し、ボランティア活動への関
心を高め、積極的な活動が展開されるよう支援を行っています。

美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
連絡協議 会の
沿 革

名称

登録団体数 　登録会員数

設立年月日 平成20年5月19日 　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険の登録斡旋 随時

美作市ボランティア連絡協議会交流会及び
第5回運営委員会（かつた市民センター）

美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
連 絡 協 議 会
登録グル ープ

グ ル ー プ 名

勝田
（３）

主 な 活 動

大原
（7）

　日本赤十字社岡山県支部
　大原分区協賛会
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地区名 会員数

　手話サークル　さくらんぼの会 9名 手話サークル（夜の部）

　美作手話サークル　あおぞら 12名 手話サークル（昼の部）

　美作子育てサポート　こっこ 20名 参加日の預かり保育・乳幼児サロン

　みまさか優友の会 29名 演芸活動・広報誌の朗読

　美作要約筆記サークル 6名 講演会等での要約筆記

　みまさか点字サークル 5名 点字カレンダーの作成・点訳

　みまさか朗読の会 13名 朗読テープの提供・読み聞かせ

　たんぽぽの会 15名 高齢者サロンの協力・調理実習

　ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　一歩の会 5名 精神障害者との交流会、作業所支援

　美作傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　ほがらか会 18名 高齢者宅等での話し相手

　すみれ会 39名 高齢者の介護予防体操

　美作市マジック同好会 15名 手品の披露

　美作民謡の会　ほっこり 8名 民謡の語り部

　美作市観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞの会 16名 観光客、市民に歴史文化の案内・ｶﾞｲﾄﾞ

　吉野福祉ボランティアの会 59名 一人暮らし高齢者の会支援

　江見福祉ボランティアの会 29名

　土居福祉ボランティアの会 27名 高齢者訪問

　粟井福祉ボランティアの会 25名 一人暮らし高齢者・友愛訪問・小幼交流

　サポーター作東 57名 介護予防体操の普及

　かぼちゃの馬車 9名 人形劇、ﾍﾟｰﾋﾟｻｰﾄ、読み聞かせ他

  手話サークル「きらら」 11名

　なでしこ英田 24名 介護予防体操の普及

　お話きしゃポッポ 13名 読み聞かせ・子育てサロン

グ ル ー プ 名
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作東
（7）

美作市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
連 絡 協 議 会
登録グル ープ

手話学習・ろう者との交流・
施設訪問

一人暮らし高齢者の会・ﾐﾆﾃﾞｨ・外出支援

英田
（2）

美作
(14)

ボランティア活動推進事業 ② 

主 な 活 動



　2017 夏のボランティア体験事業の開催

　　　期　間：平成29年7月21日～8月31日

　　　体験者数：241名 受入施設：４６施設

　　　事前研修会・活動調整会議：平成29年7月15日（土）作東バレンタインプラザ

　平成29年度　手話奉仕員養成講座　基礎課程 受講者：12名

4月24日～11月27日手話奉仕員の養成講座入門課程を全２８回開催

会場：世代交流多目的ホール

所轄
支所

人数

勝　田 28名

東粟倉 東粟倉小学校 17名

100名

56名

38名

作　東 36名

勝田小学校
小学２年生
保護者

 小学5～6年生

全盲当事者による講演

平成29年7月8日
美作第一
小学校

小学３年生
保護者

 小学4年生平成30年2月27日

 小学4年生
 保護者

美作第一
小学校

ボランテ ィア
養 成 講 座 の
開 催

ボランテ ィア
育 成 活 動

 ボランティア活動推進事業 ③
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期　　日 開催場所 対　　象 内　　容

平成29年11月18日 車椅子体験

平成29年5月30日

点字・車椅子体験

認知症サポーター
養成講座

アイマスク・
車椅子体験

平成29年11月17日

美　作

美作北小学校

美作第一小学校（点字体験体験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東粟倉小学校（認知症サポーター養成講座）

福 祉 教 育
支 援 事 業

平成29年11月30日
視覚障害について
認知症サポーター
養成講座

 作東中学校  中学校１年生



１．福祉サービスの利用援助

 ・福祉サービスの利用や利用を止める手続き

 ・福祉サービスの利用料を支払う手続き

 ・福祉サービスの苦情解決制度を利用する手続き

２．日常的金銭管理

 ・年金や福祉手当などの受領に必要な手続き

 ・税金、社会保険料、医療費、公共料金の支払手続き

 ・日常的な生活費の払戻し、預け入れなどの手続き

３．書類等の管理

 ・金融機関の貸金庫で、預貯金通帳、年金証書、

    権利証、契約書類、保険証書、印鑑の大切な書類の預かり

１．福祉サービスの利用援助・日常的金銭管理サービス

・1,100円／1時間＋交通費　※1時間を超える場合は30分毎に550円加算

２．書類等の預かりサービス年間5,000円
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サービス開始
ま で の 流 れ

　 審査会　
サービスの利用及び契約に関して、学識経験者、医師、弁護士、福祉・行政
の関係者による「契約締結審査会」を県社協で開催し審査（年６回開催）

契　約
本人のサービス内容についての理解や利用の意思について確認等を行い、
本人と美作市社協が契約を締結

支援計画
の作成

支援計画を作成し、金銭の支払いや振込み、生活費のお届けなどのサービス
内容や頻度を決定

日常生活自立支援事業 ① 

事 業 概 要

　判断能力の不十分な認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等が地域で自立した生
活が送れるよう、美作市社協と利用者との契約に基き福祉サービスの利用援助、日常の金
銭管理、書類預かり等のサービスを行っています。基幹社協として勝英管内をサービス実
施区域としておりましたが、平成26年度より、美作市単独に移行しました。
　平成2７年から各地で事業説明会を行った結果、人口当たりの事業利用者数が、岡山県
内で最も多く県平均の4.76倍の利用者となっています。
【人口千人当たりの利用者数：1.57人（県内平均0.33人）平成30年1月末現在】

事 業 内 容

サービス
内　  容

対象者
認知症高齢者、知的・精神障がい者の方で、日常生活を営むのに必要な判断
などが本人のみでは適切に行うのが困難な方。

利用料

サービス
提供頻度

福祉サービス利用援助・日常的金銭管理サービスの定期的な支援頻度は、
概ね月1～4回程度

日援事業
専 門 員

相談の受付けや支援計画の作成、定期的な訪問、関係機関等との調整等の
コーディネート業務をする専門職を１名配置

生　活
支援員

支援計画に基づき日援事業専門員の指示を受けて、支払いの代行や生活費等
のお届けなど、具体的なサービスを提供する生活支援員を14名配置



Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

23名 23名 17名 12名 9名 8名 7名

8名 9名 7名 5名 21名 27名 33名

6名 6名 6名 3名 4名 7名 7名

1名 1名 2名 ― ― ―

38名 39名 32名 20名 34名 42名 47名

 岡山県高齢者・
 障がい者なんでも
 相談会in美作

平成29年4月22日
市民の暮らしの中での
法律・福祉の相談会。
【無料・時間制限なし】

弁護士・司法書
士・社会福祉士・
社労士等58人
（相談：24件）

問合せ・事業説明 48件 27件

合 計 325件 1,117件

日援生活自立支援事業
専門員対応件数

平成29年度

 生活支援員
 連絡会議

毎月第4月曜日
社協職員2名
生活支援員14名

相 談 援 助 277件 1,090件
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生活支援員稼働状況 352回 570回

会議・相談会
開 催 状 況

開      催      日 内           容 参  加  者  等

生活支援員の業務内容の
確認と情報交換

日援専門員・
生 活 支 援 員
活 動 状 況

平成28年度

7名 47名

※契約終了件数3件（死亡：2件、成年後見移行：1件）

平 成 29 年 度
支 所 別 利 用
契 約 者 内 訳

利 用 契 約 者
区 分 推 移

認知症高齢者等

知的障がい者等

精神障がい者等

その他

合　　　計

 日常生活自立支援事業 ②

平 成 29 年 度
利 用 状 況

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 合計

平成29年度
新規契約件数

― 7名 1名 8名

平成29年度末
実利用者数

7名 33名

4
5

0

22

9
7

0 0 0

3 3 2

0

5

10

15

20

25

勝田支所 大原支所 東粟倉支所 美作支所 作東支所 英田支所

実利用者 新規利用者



平成27年2月4日から本会独自事業として開始

後 見 業 務 の
利 用 要 件 等

　美作市内に在住する方で、他に適切な後見人等が得られない方で、紛争性が無く、身上
監護と日常的な金銭管理が中心の方で、次のいずれかに該当する方

　①市長申立てをする方で、他に適切な後見人等が得られない方
　②原則として、高額な財産を所有せず、他に適切な後見人等が得られない方
　③日常生活自立支援事業利用者で、判断能力が低下した方のうち、①か②に
　　当てはまる方
　④本会及び法人後見運営委員会が特に必要と認める場合

法 人 後 見
運 営 委 員 会

　1）目的
　　市社協の法人後見業務実施にあたり、受任の適否判断、後見業務の指導を行い、適正
　な法人後見業務を担保するために設置

　2）委員構成
　　①弁護士：2名　　②司法書士：2名　　③市社協職員：1名
　　④その他オブザーバーとして、美作市保健福祉部より3名

　3）運営委員会開催数：年2回

法 人 後 見
運 営 委 員 会
開 催 状 況

第1回　法人後見運営委員会　　　平成29年9月20日開催
　・単独受任について
　・法人後見実施要綱の一部改正
　・成年後見人等の受任（受任調整）

第2回　法人後見運営委員会　　　平成30年3月14日開催
　・法人後見支援員について
　・平成30年度法人後見運営委員会について

会議・研修会
参 加 状 況

①市民後見人交流会参加（岡山県社協主催）
②美作ネットワーク勉強会参加
③岡山高齢者・障がい者なんでも相談会in美作（相談：24件、相談員58人）
④家事関係機関（後見制度関係機関）との連絡協議会（岡山家庭裁判所主催）

関 係 機 関 ・
団 体 等 と の
連 携

①岡山高齢者・障がい者権利擁護ネットワーク懇談会への参加
③勝英地域自立支援協議会への参加
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法人後見事業 ① 

事 業 概 要

　認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等、判断能力が低下した方が、地域で自立
した生活が送れるよう、また、様々な権利が侵害されないよう、成年後見制度の利用を促
進し、市社協が法人として成年後見人、保佐人もしくは補助人になることにより、本人の
財産管理や身上監護を行い、適切かつ効果的に援助を行います。なお、適正運営を担保す
るために、法人後見運営委員会、法人後見アドバイザーを設置しています。

事 業 の 開 始

職 員 体 制
法人後見専門員（社会福祉士）：1名
法人後見支援員：9名



性別 年齢 類型 申立人 区分 居所

1 女性 80代 後見 市長 認知症 介護医療施設

2 男性 70代 保佐 本人 認知症 ケアハウス

3 女性 80代 補助 市長 認知症 特養

4 男性 70代 後見 市長 認知症 病院

5 男性 70代 後見 市長 精神 病院

6 女性 70代 保佐 市長 精神 病院

7 女性 80代 後見 市長 認知症 病院

8 女性 70代 補助 市長 知的 在宅

9 女性 80代 後見 市長 認知症 特養

10 男性 80代 保佐 市長 精神 養護

11 女性 80代 後見 市長 精神 病院

12 男性 70代 保佐 市長 認知症 特養

13 男性 ６０代 保佐 本人 知的 グループホーム

1 60人

2 18人

3 24人

4 28人

5 19人

6 22人

7 24人

195人

市民後見人等
養成講座開催

　昨年に引き続き、市民を対象に、判断能力が不十分な人の権利と財産を保護する成年後
見制度の担い手として、地域住民の視点で支援を行う市民後見人等の養成を目的に「市民
後見人等養成講座」を開催しました。2人が受講され、1人が市民後見人登録バンクに登
録されました。研修を修了された方は、平成28年度に研修を修了した9人とともに、平
成２９年度から社協の法人後見支援員として後見活動を実施することになりました。
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平成30年3月6日 きずな親の会

平成30年3月15日 美作地区民生委員会

合　　計 7団体

成年後見制度
広 報 活 動

　成年後見制度に関する広報活動を、地区社協関係者や市民、関係団体等を対象に、
　制度活用に関する幅広い広報および啓発を行いました。（7団体195人）

開催日 対象団体等 参加人数

平成29年4月27日 英田友愛大学

平成30年1月 市長申立

平成30年2月21日 勝英自立支援協議会事業所部会

平成30年2月 日援事業

平成29年7月25日 大原地区民生員会

平成30年2月1日 中谷サロン

平成30年2月8日 作東地区民生委員会

平成29年6月 市長申立

平成29年7月 市長申立

平成29年12月 市長申立

市長申立

平成29年6月 市長申立

平成29年4月 市長申立

受 任 状 況
受任中：13件　　受任待ち：2件　　終了：2件
（平成28年度　受任件数　5件）

法 人 後 見
受 任 状 況

審判を受けた年月 利用経緯

平成27年8月 日援事業

平成27年10月 日援事業

平成28年12月 市長申立

平成29年1月 市長申立

平成29年2月 市長申立

平成29年6月

 法人後見事業 ②



民生委員児童委員

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

55件 51件 54件 49件 39件 37件 46件 40件 35件

勝田支所 大原支所 東粟倉支所 美作支所 作東支所 英田支所

1件

1件 3件 1件 3件

1件 1件 2件 1件

2件 6件 1件 2件

2件 1件

1件 1件

1件 1件 3件

5件 10件 1件 7件 9件 3件

勝田支所 大原支所 東粟倉支所 美作支所 作東支所 英田支所

1件 7件 1件 8件 5件 1件

勝田支所 大原支所 東粟倉支所 美作支所 作東支所 英田支所

1件

114,000円

1件

114,000円
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合　計
貸付件数 1件

貸付額 114,000円

教育支援費
貸付件数 1件

貸付額 114,000円

  緊急
 小口資金

貸付件数

貸付額

 更生資金 8件

 災害援護資金 件

平成2９年度新規貸付状況内訳 合   計

 離職者支援資金 2件

 緊急小口資金 5件

 福祉資金 5件

 住宅資金 11件

 合   計 35件

平 成 29 年 度
相 談 件 数

合   計

　延べ相談件数 23件

平成29年度末
継続貸付件数

合   計

 総合支援資金

 教育支援資金 3件

 療養介護資金

 生活資金

1件

 生活福祉資金貸付事業

事 業 概 要

　生活福祉資金貸付制度は、低所得者世帯、障害者世帯、高齢者世帯等に対し、資金の貸
し付けと必要な援助指導を行うことにより、その世帯の自立更正等を図ることを目的とし
ています。市町村社協は、貸付と償還の事務委託を受けて、窓口指導等を担っています。

【資金種類】
総合支援資金・更正・福祉・住宅・教育支援・療養介護・災害援護・離職者支援・
長期生活支援・緊急小口資金

協 働 の 対 象

貸付件数推移



1.美作市高齢者福祉センター「やまゆり苑」  美作市梶並70

2.美作市大原居宅サービスセンター  美作市古町1850-1

3.美作市コスモス苑

4.美作市東粟倉ふれあいセンター

年度 開所日数 利用延人数

Ｈ22 243日 3,942人 2,295,000円

Ｈ23 242日 8,243人 3,672,000円

Ｈ24 245日 6,139人 2,735,000円

Ｈ25 245日 5,363人 2,735,000円

Ｈ26 245日 5,574人 3,737,000円

Ｈ27 230日 4,882人 3,216,000円

Ｈ28 231日 5,830人 3,257,000円

Ｈ29 211日 5,641人 3,309,000円

Ｈ22 303日 6,872人 ―

Ｈ23 307日 6,766人 ―

Ｈ24 254日 6,908人 ―

Ｈ25 256日 6,974人 ―

Ｈ26 256日 6,281人 ―

Ｈ27 258日 5,986人 ー

Ｈ28 255日 5,407人

Ｈ29 256日 5,384人

Ｈ22 242日 2,860人 ―

Ｈ23 249日 2,779人 ―

Ｈ24 251日 3,474人 ―

Ｈ25 256日 3,833人 ―

Ｈ26 256日 3,564人 ―

Ｈ27 258日 3,595人 ―

Ｈ28 254日 3,056人 ―

Ｈ29 256日 3,407人 ―

ー

美作市コスモス苑
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施設利用状況

施 設 名 管 理 料

美作市高齢者福祉ｾﾝﾀｰ「やまゆり苑」

美作市大原居宅サービスセンター

ー

施設管理事業 ① 

事 業 概 要
　美作市公の施設の指定管理者指定に伴い（平成17年美作市条例第55号）、市内５ヶ所の
福祉施設の管理を行っている。（指定期間：平成28年4月1日～平成33年3月31日）

管理施設内訳

施 設 名 住　　　　所 所　　轄

勝田支所

大原支所

 美作市東青野844-1 東粟倉支所

5.美作市いきいきゆうゆうの里世代交流多目
　的ﾎｰﾙ（多目的運動広場・遊歩自然公園）

 美作市北山401 美作支所



年度 開所日数 利用延人数

Ｈ22 242日 1,375人 ―

Ｈ23 249日 1,363人 280,000円

Ｈ24 245日 1,078人 180,000円

Ｈ25 245日 1,214人 171,000円

Ｈ26 245日 1,032人 170,000円

Ｈ27 242日 1,077人 722,000円

H28 242日 934人 741,000円

H29 244日 955人 750,000円

Ｈ22 284日 15,019人 2,078,000円

Ｈ23 262日 15,049人 1,910,000円

Ｈ24 245日 12,338人 1,589,000円

Ｈ25 261日 15,553人 1,978,000円

Ｈ26 262日 11,939人 1,561,000円

Ｈ27 252日 11,304人 1,932,000円

H28 261日 13,031人 1,932,000円

H2９ 269日 12,371人 1,971,000円
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施設利用状況

施 設 名 管 理 料

美作市東粟倉ふれあいセンター

美作市いきいきゆうゆうの里
世代交流多目的ホール

 施設管理事業 ②



生活援助 身体介護 小計

Ｈ24 18人 436時間 469時間 905時間 303時間 1,208時間

Ｈ25 17人 391時間 382時間 773時間 196時間 969時間

Ｈ26 15人 394時間 379時間 773時間 182時間 955時間

Ｈ27 14人 412時間 723時間 1,135時間 225時間 1,360時間

Ｈ28 14人 410時間 897時間 1,307時間 265時間

Ｈ29 10人 419時間 903時間 1,322時間 274時間

Ｈ24 9人 420時間 121時間 541時間 541時間

Ｈ25 11人 374時間 97時間 471時間 15時間 486時間

Ｈ26 10人 347時間 97時間 444時間 8時間 452時間

Ｈ27 9人 451時間 87時間 538時間 19時間 557時間

Ｈ28 8.人 596時間 93時間 689時間 20時間

Ｈ29 9.人 543時間 128時間 671時間

Ｈ24 27人 856時間 590時間 1,446時間 303時間 1,749時間

Ｈ25 28人 765時間 479時間 1,244時間 211時間 1,455時間

Ｈ26 25人 741時間 476時間 1,217時間 190時間 1,407時間

Ｈ27 23人 863時間 810時間 1,673時間 244時間 1,917時間

Ｈ28 22人 1,006時間 990時間 1,996時間 285時間

Ｈ29 19人 962時間 1,031時間 1,993時間 274時間 2,267時間

1,596時間

671時間
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709時間

合
　
　
計

2,281時間

利用状況内訳 作
東
支
所

合　　計

大
原
支
所

1,572時間

利 用
実人数

居宅介護（ホームヘルプ） 生活ｻﾎﾟｰ
ﾄ・移動支

援

サービス内容

サービス区分 サ ー ビ ス 内 容

居宅介護事業
（訪問介護）

　利用者の自宅にヘルパーが訪問し、入浴や排泄等の介護（身体介
護）や食事などの介助（生活援助）を行います。

地 域 生 活
支 援 事 業

　美作市の受託事業である地域生活支援事業を行っています。
　障がい児・者の自立した在宅生活を支援するための市町村独自事
業で、移動支援・生活サポート・訪問入浴の3事業があり、主に屋外
での移動が困難な方に対して外出のための援助をヘルパーが行う移
動支援事業を行いました。

支援費事業 

事 業 概 要
　障害者自立支援法の施行により、大原、作東の2事業所で、障がい児・者が障害の種類
に関係なく共通の福祉サービスを受けられるよう、居宅介護（訪問介護）事業と地域生活
支援事業（市受託事業）に取り組んでいます。

実 施 事 業

支 所 名 サ ー ビ ス 区 分

大 原 支 所
居宅介護（訪問介護：生活援助・身体介護）、地域生活支援事業

作 東 支 所



大原指定居宅介護支援事業所：介護支援専門員4名 （正職員3名、嘱託職員1名）

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

大原 1,242 1,688 1,808 1,692 1,708 1,662 1,612

東粟倉 412

合計 1,654 1,688 1,808 1,692 1,708 1,662 1,612

.

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

大原 13,938 19,646 23,527 22,539 23,522 21,232 19,670

東粟倉 5,101

合計 19,039 19,646 23,527 22,539 23,522 21,232 19,670

 居宅介護支援事業

事 業 内 容
　介護認定された方の居宅サービス計画（ケアプラン）を作成し、必要に応じたサービ
スが利用できるよう連絡調整を行っています。平成24年度からは大原事業所に統合し、
事業運営と経営の効率化を図っています。

事 業 所 概 要
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ケ ア プ ラ ン
作 成 件 数
（ 単 位 ： 件 ）

前年比

97.0%

事業収入実績
（単位：千円）

前年比

92.6%
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定員

デイサービスセンター大原事業所 35名

東粟倉デイサービスセンター事業所 18名

美作市社会福祉協議会（作東事業所） 18名

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ28

大 原 70人 73人 64人 43人 49人 57人

東粟倉 23人 28人 27人 26人 24人 34人

作 東 40人 42人 36人 30人 28人 21人

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ29

大 原 6,837 6,974 6,281 5,986 5,355

東粟倉 3,474 3,883 3,564 3,595 3,407

作 東 4,123 3,936 3,664 2,997 3,181

合 計 14,434 14,793 13,509 12,578 11,943

Ｈ29

111.5%

99.3%

89.1%
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3,570

利 用 実 人 数
推 移
（Ｈ29年度末）

前年比

5,407 99.0%

3,056

月～金曜日
及び祝日

5～7時間

7～9時間

 通所介護事業 ①

事 業 内 容

　大原、東粟倉、作東の3事業所で、介護予防通所介護事業も併せて実施しています。大原
事業所は基準該当サービスとして障害のある方の受け入れも行いました。東粟倉と作東事
業所は、定員１８名以下の地域密着型通所介護事業所として事業を実施しました。
　作東事業所は平成３０年３月３１日をもって事業所を廃止しました。

事 業 所 概 要

事 業 所 名 営業日 サービス提供時間

Ｈ27

50人

30人

27人

利 用 延 人 数
推 移
（ 単 位 ： 人 ）

Ｈ28

12,033

6,837 6,974

6,281
5,986

5,407 5,3553,474

3,883

3,564
3,595

3,056
3,407

4,123 3,936
3,664

2,997

3,570

3,181
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要支援
要介護
1～2

要介護
3～5

957人 3,040人 1,358人 256日

532人 2,047人 828人 256日

259人 2,346人 576人 259日

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H29

大 原 59,570 59,555 54,165 48,285 45,315

東粟倉 34,187 37,537 34,707 32,827 31,869

作 東 32,137 34,086 32,284 24,064 30,087

合 計 125,894 131,178 121,156 105,176 107,271

　東粟倉事業所 平成29年10月22日（金）・平成30年3月1日（木）

　作東事業所　　　　　平成29年9月26日（火）

平成29年度高齢者虐待研修
職 員 研 修 の
実 施 状 況
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5,355人 20.9人

東 粟 倉 事 業 所 3,407人 13.3人

運営推進会議

作 東 事 業 所 3,181人

　運営推進会議は、利用者や利用者の家族、市町村職員、地域住民の代表者等に対し、提
供しているサービス内容等を明らかにすることにより、事業所による利用者の「抱え込
み」を防止し、地域に開かれたサービスとすることで、サービスの質の確保を図ることを
目的に、各事業所が設置するものです。平成29年度は、下記の通り運営推進会議を行い、
活動状況の報告や意見交換を行いました。

12.3人

大 原 事 業 所平 成 29 年 度
利用状況内訳

102.6%

99,741 107.5%

事業収入実績
（単位：千円）

H28 前年比

41,916 108.1%

28,491 111.9%

29,334

平　　均
利用者数

通所介護事業 ② 

利 用 区 分

合　計 開所日数

平成29年11月28日（大原保健センター）44名受講

59,570 59,555

54,165

48,285

41,916
45,315

34,187

37,537

34,707
32,827

28,491

31,869

32,137
34,086

32,284

24,064

29,334 30,087
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大原指定訪問介護事業所

美作市社会福祉協議会（作東事業所）

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28 Ｈ29

大 原 47人 54人 56人 58人 54人 46人 47人

作 東 54人 49人 59人 69人 63人 55人 46人

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

大 原 6,244 5,704 5,832 7,380 6,567 7,051

作 東 5,866 5,526 7,432 8,478 6,995 6,289

合 計 12,110 11,230 13,264 15,858 13,562 13,340

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

大 原 23,450 21,191 21,772 23,391 23,969 26,112

作 東 19,412 19,804 23,960 27,068 23,376 20,704

合 計 42,862 40,995 45,732 50,459 47,345 46,816
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身体介護、生活援助

利 用 実 人 数
推 移

訪問時間実績
（単位：時間）

前年対比

107.4%

89.9%

98.4%

事業収入実績
（単位：千円）

前年対比

108.9%

88.6%

98.9%

 訪問介護事業 

事 業 内 容 大原、作東の2事業所で、併せて介護予防訪問介護事業も実施しています。

事 業 所 概 要

事 業 所 名 営業日 サービス内容

月～日曜日 身体介護、生活援助

月～日曜日
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